
市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　33,647人(-54)

男　　16,061人(-29)

女　　17,586人(-25)

世帯数　13,223世帯(-10)

平成25年12月1日現在
( )内は前月比

2……新年のあいさつ
3……昨年を振り返って
4～8……平成25年度　宇陀市選奨式
9……第2次行政改革の効果額（平成24年度分）
10～13……まちのわだい
14・15……保健センター情報・子育て支援コーナー
16・17……市立病院だより・人権コーナー
18～20……みんなの掲示板・募集・相談コーナー
21～23…… 募集コーナー
24～33…… お知らせコーナー　　　　
34……『古事記』、『日本書紀』、『万葉集』と宇陀市

【内　容】

（12月11日うだ・アニマルパークにて撮影）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
成
２６
年
の
新
春
を
迎

え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

市
議
会
運
営
に
対
す
る
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
国
内
経
済
情
勢
に
お

き
ま
し
て
は
、
第
２
次
安
倍
内

閣
が
表
明
し
た
三
本
の
矢
を
柱

と
す
る
経
済
政
策
、
政
府
補
正

予
算
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
の
追
加
公
共
事
業
の
実
施

及
び
、
約
半
世
紀
続
い
た
米
の

生
産
調
整（
減
反
）の
廃
止
に
向

け
た
動
き
な
ど
、
政
策
の
大
き
な

転
換
期
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
２
０
２
０

年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
東
京
開
催
が
決
定
さ
れ
、

日
本
の
文
化
や
優
れ
た
技
術
力

な
ど
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
、

日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
高
め

る
好
機
と
な
る
こ
と
が
、
大
き

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宇

陀
市
で
は
、
政
府
か
ら
の
経
済

対
策
交
付
金
等
の
有
効
活
用
に

よ
り
社
会
資
本
整
備
を
図
り
な

が
ら
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
宇
陀

市
」
を
目
指
し
た
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
の
推
進
方
法
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
期
間
と

し
て
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
必

要
が
あ
り
、
高
齢
者
の
皆
様
が

生
涯
現
役
と
し
て
寿
命
が
延
び

た
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、

社
会
を
よ
り
活
力
あ
る
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
市
町
村
が
選
ば
れ
る

時
代
を
迎
え
て
お
り
、
他
に
は

無
い
宇
陀
市
独
自
の
魅
力
・
活

力
・
お
も
て
な
し
の
心
等
が
充

足
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
長
と
と
も
に
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
と
ら
え
、
市
政
に
反
映

す
る
と
と
も
に
、
魅
力
と
活
力

に
あ
ふ
れ
た
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
精
進
を
致
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。

新
し
い
年
が
、
明
る
い
希
望

の
持
て
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

願
い
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
幸
多
い
１
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
大
き
な
力
と
し
な
が
ら

「
高
原
の
文
化
都
市
・
四
季
の
風

薫
る
宇
陀
市
」
を
創
る
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
新
春
を

迎
え
、
宇
陀
市
の
今
と
将
来
を

よ
く
す
る
た
め
に
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
り
ま
し
た
宇
陀
市
立
病
院

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
医
療

現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
安
心

で
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
仲
川
院
長
を
は
じ
め
と
す

る
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
熱
意
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

と
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま

れ
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
依

然
と
し
て
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
に
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
を
図
る
一
方
で
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
な
ど
将
来
を

見
据
え
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

中
で
も
、
農
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
産
地
力
強
化
の
た
め

農
業
の
多
角
化
に
向
け
、
薬
草

や
健
康
野
菜
な
ど
の
栽
培
の
ほ

か
、
農
業
の
六
次
産
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
行
し
、
経

営
安
定
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
運
動
や
食
生
活
、
心

の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
み
疾
病
予
防
や
健
康
づ
く

り
を
通
じ
人
々
が
生
き
が
い
を

感
じ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生
活

を
送
れ
る
ま
ち
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
宇
陀
市
」
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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昨
年
は
、
全
国
的
に
猛
暑
日
が
続
き
各
地
で
最
高
気
温
を

記
録
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
る
宇
陀

市
立
病
院
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
、
大
宇
陀
小
学
校
新
校
舎

の
完
成
、
ワ
ー
ル
ド
メ
ー
プ
ル
パ
ー
ク
が
開
園
し
ま
し
た
。

【
１
月
】

１
日
　
鳥
見
山
新
春
ご
来
光
ま
つ
り

９
日
　
宇
陀
市
立
病
院
定
礎
式
　

１４
日
　
成
人
式
（
新
成
人
３
１
８
人
）

１７
日
　
消
防
団
出
初
式

２５
日
　
深
野
サ
サ
ユ
リ
　
ユ
ネ
ス
コ
未
来
遺
産
登

録
証
伝
達
式

【
２
月
】

２３
日
　
男
女
共
同
参
画
集
会
　

【
３
月
】

１０
日
　
第
６
回
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

１５
日
　
大
宇
陀
小
学
校
定
礎
式

２４
日
　
野
依
小
学
校
閉
校
式

２７
日
　
大
宇
陀
小
学
校
竣
工
式

【
４
月
】

上
旬
〜
中
旬
　
又
兵
衛
桜
ま
つ
り

上
旬
〜
中
旬
　
大
野
寺
の
枝
垂
桜
　

８
日
　
大
宇
陀
小
学
校
統
合
式

１１
日
　
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
市
民
の
集
い

１３
日
・
１４
日
　
う
た
の
夢
街
道
２
０
１
３

１４
日
　
第
６
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２７
日
　
宇
陀
市
立
病
院
竣
工
式

２８
日
　
奈
良
カ
エ
デ
の
郷
ひ
ら
ら
開
園

【
５
月
】

８
日
　
「
特
設
公
衆
電
話
」
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー

１２
日
　
鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

【
６
月
】

２
・
９
・
１６
・
２３
日

環
境
美
化
運
動
「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

１５
日
　
第
２１
回
あ
き
の
螢
能

【
７
月
】

６
日
　
差
別
を
な
く
す
市
民
集
会

２０
・
２７
日
　
夏
期
市
内
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

２１
日
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
・
開
票
日

２８
日
　
室
生
へ
　
ま
ぁ
〜
よ
り
祭

【
８
月
】

３
・
１０
・
１７
日
　
夏
期
市
内
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

４
日
　
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会

１５
日
　
第
２２
回
阿
騎
野
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

１６
日
　
古
市
場
納
涼
夏
ま
つ
り

２４
・
２５
日
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
３

３１
日
　
奈
良
県
防
災
総
合
訓
練

【
９
月
】

７
日
　
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

１５
日
　
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

【
１０
月
】

５
日
　
記
紀
・
万
葉
ウ
ォ
ー
ク

９
日
　
社
会
福
祉
大
会

１１
日
　
戦
没
者
並
び
に
消
防
殉
職
者
追
悼
式

１９
日
　
宇
陀
市
立
病
院
医
療
セ
ミ
ナ
ー

１９
日
　
「
う
だ
育
児
の
日
」
宣
言

２０
日
　
菟
田
野
み
く
ま
り
祭

【
１１
月
】

１
〜
４
日
　
第
８
回
市
美
術
展
覧
会

９
・
１０
日
　
え
え
と
こ
ど
り
フ
ェ
ス
タ
in
大
和
高
原

農
林
産
物
品
評
会
＆
即
売
会

１０
日
　
記
紀
・
万
葉
講
演
会

１６
日
　
室
生
寺
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

２２
〜
２４
日
　
毛
皮
革
フ
ェ
ア
in

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ

２３
日
　
宇
陀
市
選
奨
式

【
１２
月
】

１
日
　
平
和
と
人
権
を
考
え
る
集
い

１９
日
　
第
４１
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会

宇陀市立病院竣工

大宇陀小学校竣工

宇陀シティマラソン

奈良カエデの郷ひらら開園

奈良県防災総合訓練

ええとこどりフェスタ in 大和高原

室生寺ライトアップ点灯式

巡回ラジオ体操会子どもフェスタ2013

「うだ育児の日」宣言

4/27
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8/31

4/28 3/27

11/16
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10/19
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﹇
体
育
の
振
興
﹈

氏
は
、
昭
和
５４
年
４
月
に
室
生

村
体
育
協
会
を
立
ち
上
げ
、
同
理

事
長
に
就
任
し
、
３４
年
も
の
長
き

に
わ
た
り
、
地
域
の
体
育
の
振
興

と
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
氏
は
、
副
会
長
、
顧
問
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
体
育
協

会
に
お
け
る
事
業
を
推
進
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
と
体
育
活
動
の
発
展
、

振
興
、
さ
ら
に
は
健
康
で
明
る
い

地
域
社
会
の
構
築
に
ご
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
合
併
時
に
お
け
る

各
町
村
の
体
育
協
会
と
行
政
と
の

調
整
を
図
り
、
円
滑
な
運
営
に
ご

尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
体
育
協
会
の

組
織
の
運
営
と
発
展
に
ご
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

市
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
体

育
等
の
振
興
又
は
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
し
た
方
　

﹇
都
市
計
画
の
振
興
﹈

氏
は
、
長
年
地
方
行
政
に
従
事

さ
れ
、
そ
の
豊
富
な
行
政
経
験
と

卓
越
し
た
識
見
の
も
と
、
合
併
前

の
大
宇
陀
町
に
お
い
て
平
成
１３
年

５
月
か
ら
１
年
間
、
平
成
１９
年
４

月
か
ら
６
年
間
、
都
市
計
画
審
議

会
委
員
と
し
て
ま
ち
の
将
来
の
姿

を
決
定
す
る
都
市
計
画
の
策
定
に

ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
氏

は
、
都
市
計
画
及
び
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
調
査
審
議
す
る
な

ど
、
宇
陀
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
土
地

利
用
の
あ
り
方
や
道
路
・
公
園
等

の
都
市
施
設
の
整
備
、
市
街
地
開

発
事
業
に
関
す
る
事
項
な
ど
宇
陀

市
都
市
計
画
の
策
定
に
大
き
く
ご

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
平
成
２３
年
か
ら
２

年
間
、
同
審
議
会
の
会
長
を
務
め

ら
れ
、
審
議
会
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
と
と
も
に
そ
の
意
見
を
と
り

ま
と
め
る
な
ど
そ
の
重
責
を
担
わ

れ
ま
し
た
。

﹇
福
祉
の
増
進
﹈

氏
は
、
平
成
４
年
１２
月
か
ら
１５

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢

者
・
障
害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯

な
ど
要
援
護
者
の
調
査
・
実
態
把

握
、
相
談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行

事
へ
の
参
加
協
力
や
自
主
的
な
地

域
福
祉
活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
郡
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
、
奈
良
県
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

１１
月
２３
日
、
市
文
化
会
館
で
「
平
成
２５
年
度
　
宇
陀
市
選
奨
式
」

が
行
わ
れ
、
１５
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
中
山
一
夫
市
議
会
議
長
、
田
中
惟
充
県

議
会
議
員
、
各
地
域
の
連
合
自
治
会
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

竹
内
幹
郎
市
長
か
ら
受
章
さ
れ
た
方
々
に
選
奨
状
と
選
奨
碑
が
贈

呈
、
続
い
て
市
長
の
式
辞
、
中
山
議
長
と
田
中
県
議
会
議
員
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
章
者
を
代
表
し
て
新

夫
さ
ん
が
受
賞
の
こ
と

ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
「
宇
陀
市
の
将
来
を
担
う
小
学
生
の
作

文
」
の
発
表
と
、
大
宇
陀
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
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氏
は
、
平
成
７
年
１２
月
か
ら
１２

年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要

援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉

活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、
平
成
２１
年
か
ら
３
年
間
、

榛
原
八
滝
自
治
会
長
と
し
て
地
域

の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
平
成
１０
年
１２
月
か
ら
１２

年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要

援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉

活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
平
成
１９
年
１２
月

か
ら
３
年
間
、
菟
田
野
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、

そ
の
職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
平
成
６
年
１２
月
か
ら
１６

年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要

援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉

活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
平
成
１９
年
１２
月

か
ら
３
年
間
、
菟
田
野
地
区
民
生

児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、

そ
の
職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
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氏
は
、
平
成
７
年
１２
月
か
ら
１５

年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要

援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉

活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
宇
陀
郡
社
会
福

祉
大
会
、
榛
原
町
社
会
福
祉
大
会

に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
功
労
表

彰
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
宇
陀
地
区
更
生
保
護

女
性
会
の
役
員
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

氏
は
、
平
成
１０
年
１２
月
か
ら
１２

年
の
長
き
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

害
者
・
児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要

援
護
者
の
調
査
・
実
態
把
握
、
相

談
支
援
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
協
力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉

活
動
等
、
幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
平
成
１６
年
１２
月

か
ら
３
年
間
、
室
生
地
区
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、
そ

の
職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。



氏
は
、
平
成
９
年
４
月
か
ら
大

宇
陀
拾
生
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
松
山
南
地
区

連
合
自
治
会
役
員
に
就
任
さ
れ
、

そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て

地
域
自
治
の
振
興
と
地
域
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
氏
は
、
平
成
１８
年
１
月
か

ら
宇
陀
市
連
合
自
治
会
評
議
員
に

就
任
さ
れ
、
平
成
２２
年
に
は
宇
陀

市
連
合
自
治
会
長
を
務
め
ら
れ
、

合
併
後
の
自
治
会
制
度
の
充
実
、

宇
陀
市
に
お
け
る
自
治
会
の
組
織

の
運
営
と
発
展
に
ご
貢
献
さ
れ
た

ほ
か
、
地
域
の
安
全
対
策
を
は
じ

め
環
境
の
整
備
、
地
域
の
福
祉
の

向
上
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
、

自
治
会
の
組
織
の
運
営
と
発
展
に

ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
宇
陀
市
連
合
自
治
会
評

議
員
を
退
か
れ
た
後
も
地
元
自
治

会
長
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
ご

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
算
し
て
１２
年
以
上
又
は
連
続

し
て
６
年
以
上
自
治
会
長
の
職

に
あ
っ
た
方

氏
は
、
昭
和
４６
年
１
月
か
ら
３７

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
合
併
前

の
菟
田
野
町
消
防
団
及
び
宇
陀
市

菟
田
野
消
防
団
の
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の

中
核
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、

火
災
の
予
防
、
警
戒
、
鎮
圧
、
救

助
、
災
害
の
予
防
、
警
戒
、
防
除

な
ど
、
消
防
精
神
に
徹
し
、
住
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
様
々

な
防
災
活
動
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
氏
は
、
菟
田
野
町
消
防

団
班
長
及
び
分
団
長
を
歴
任
さ
れ

た
後
、
平
成
６
年
１２
月
か
ら
１３
年

間
、
菟
田
野
町
消
防
団
副
団
長
に
、

合
併
後
も
宇
陀
市
菟
田
野
消
防
団

副
団
長
に
就
任
さ
れ
、
消
防
団
員

の
士
気
の
高
揚
及
び
資
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
５
月
７
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

公
共
の
安
全
若
し
く
は
秩
序

の
維
持
又
は
災
害
の
防
止
、

救
援
若
し
く
は
復
旧
に
貢
献

さ
れ
た
方

１２
年
以
上
公
選
若
し
く
は
市

議
会
の
選
挙
又
は
同
意
を
得

て
任
命
若
し
く
は
選
任
さ
れ

た
委
員
等
の
職
に
あ
っ
た
方

氏
は
、
合
併
前
の
榛
原
町
に
お

い
て
平
成
１０
年
３
月
か
ら
７
年
１０

月
間
、
平
成
１８
年
３
月
か
ら
７
年

間
、
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
さ

れ
、
職
員
か
ら
の
不
利
益
処
分
の

不
服
申
立
て
な
ど
に
お
い
て
精
力

的
に
審
理
を
進
め
る
と
と
も
に
卓

越
し
た
識
見
と
豊
富
な
経
験
の
も

と
そ
の
職
務
権
限
に
基
づ
く
任
務

を
適
確
に
遂
行
し
、
公
正
な
人
事

行
政
の
民
主
的
か
つ
能
率
的
な
運

営
な
ど
幅
広
く
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
氏
は
、
平
成
２２
年
４
月
か

ら
は
委
員
長
に
就
任
し
、
そ
の
重

責
を
担
わ
れ
卓
越
し
た
識
見
と
優

れ
た
指
導
力
を
も
っ
て
委
員
会
を

運
営
し
、
公
正
な
人
事
行
政
に
ご

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
氏
は
、
総
務
大
臣
表
彰
、

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
表
彰
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
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氏
は
、
平
成
１６
年
４
月
か
ら
９

年
間
、
榛
原
山
辺
三
自
治
会
長
を

務
め
ら
れ
、
そ
の
間
自
主
防
災
組

織
の
結
成
な
ど
の
地
域
課
題
に
取

り
組
ま
れ
た
ほ
か
榛
原
連
合
自
治

会
長
を
歴
任
さ
れ
、
自
治
会
と
行

政
と
の
調
整
を
図
り
、
円
滑
な
行

政
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
５
月
か
ら
宇
陀
市
連

合
自
治
会
評
議
員
に
就
任
さ
れ
、

平
成
２４
年
に
は
宇
陀
市
連
合
自
治

会
長
を
務
め
ら
れ
、
宇
陀
市
に
お

け
る
自
治
会
の
組
織
の
運
営
と
発

展
に
ご
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域

の
安
全
対
策
を
は
じ
め
環
境
の
整

備
、
地
域
の
福
祉
の
向
上
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ま
れ
、
自
治
会
の

組
織
の
運
営
と
発
展
に
ご
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
卓
越
し
た
識
見
と
豊

富
な
経
験
の
も
と
東
榛
原
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
会
長
に
就
任
し
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

氏
は
、
昭
和
６１
年
１２
月
か
ら
平

成
１２
年
ま
で
の
間
で
１２
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
・

児
童
・
母
子
世
帯
な
ど
要
援
護
者

の
調
査
・
実
態
把
握
、
相
談
支
援

の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
協

力
や
自
主
的
な
地
域
福
祉
活
動
等
、

幅
広
い
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
が
福
祉
施
策
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

住
民
の
視
点
を
持
ち
、
地
域
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と

し
て
、
地
域
の
多
様
な
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
民

生
の
安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
な

ど
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、
地
元
公
民
館
活
動
で
も

カ
ラ
オ
ケ
、
生
け
花
教
室
や
花
い

っ
ぱ
い
運
動
な
ど
住
民
が
心
豊
か

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。



氏
は
、
昭
和
３８
年
か
ら
５０
年
間

も
の
長
き
に
わ
た
り
、
合
併
前
の

室
生
村
立
小
中
学
校
の
学
校
医
と

し
て
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
や

学
校
保
健
の
向
上
に
努
め
、
そ
の

功
績
が
称
え
ら
れ
、
本
年
春
の
叙

勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
紺

綬
褒
章
受
章
を
は
じ
め
、
厚
生
大

臣
表
彰
、
奈
良
県
知
事
表
彰
な
ど

数
多
く
の
受
章
を
受
け
ら
れ
、
現

在
も
医
師
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し

た
医
療
の
提
供
と
地
域
住
民
の
健

康
の
保
持
増
進
に
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
の
瑞
宝
双
光
章
の
受
章

を
機
に
、
氏
は
市
に
お
け
る
教
育

の
振
興
に
対
し
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
ま
し
た
。

市
長
が
市
の
た
め
に
貢
献
し
た

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認

め
た
者
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氏
は
、
平
成
１７
年
４
月
か
ら
８

年
間
、
榛
原
口
田
辺
自
治
会
長
を

務
め
ら
れ
、
住
民
の
融
和
を
図
り

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
間
氏
は
、
市
の
関
係
機
関

と
自
治
会
員
と
の
調
整
や
浸
透
に

努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
治
会

の
組
織
の
運
営
と
発
展
に
ご
貢
献

さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
住
民
の
親
睦

や
地
域
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
環

境
の
整
備
、
地
域
の
福
祉
向
上
な

ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
、
自
治

会
組
織
の
運
営
と
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
設
置
さ
れ
た
施

設
の
整
備
に
献
身
的
な
活
動
を
さ

れ
、
奉
仕
精
神
の
も
と
地
域
の
発

展
に
大
き
く
ご
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

「
宇
陀
市
の
将
来
を
担
う
小
学
生
の
作
文
」
の
紹
介

「
わ
た
し
の
将
来
の
夢
」

大

麻
幸
さ
ん（
大
宇
陀
小
６
）

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、

パ
ン
屋
さ
ん
に
な
る
こ
と
で

す
。理

由
は
、
私
は
パ
ン
が
好

き
だ
し
、
ま
と
も
に
食
事
で

き
な
い
国
に
、
自
分
が
作
っ

た
パ
ン
を
食
べ
て
も
ら
い
、

元
気
に
な
っ
て
笑
顔
を
と
り

も
ど
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

で
も
１
つ
だ
け
問
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
で
す
。
も
し
、
２
人
と
も

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
パ
ン
屋
さ
ん

を
や
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

そ
う
な
る
と
い
け
な
い
の

で
、
高
校
に
行
っ
て
、
パ
ン

の
作
り
方
や
調
理
器
具
な
ど

の
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
の
住
ん
で
い
る
場

所
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
歩
く
の
も
大
変
だ

と
思
う
の
で
、
予
約
を
し
て

も
ら
っ
て
、
配
達
に
行
っ
た

り
、
遠
い
所
だ
っ
た
ら
、
車

の
中
で
売
っ
た
り
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
住
ん
で
い
る
大

宇
陀
で
パ
ン
屋
を
ひ
ら
き
た

い
で
す
。

理
由
は
、
小
さ
い
時
か
ら
、

今
ま
で
ず
っ
と
こ
の
大
宇
陀

に
住
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

今
ま
で
住
ん
で
き
て
思
い
出

が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
場
所

だ
か
ら
で
す
。

小
学
校
ま
で
の
通
学
路
、

小
学
校
、
幼
児
園
の
運
動
会

を
行
っ
た
ふ
れ
あ
い
交
流
ド

ー
ム
、
幼
児
園
、
ほ
か
に
も

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る

場
所
の
近
く
に
お
店
を
ひ
ら

き
た
い
で
す
。

知
っ
て
い
る
人
や
知
ら
な

い
人
が
、
私
の
作
っ
た
パ
ン

を
食
べ
て
、

「
お
い
し
か
っ
た
。」
な
ど
、

色
々
な
言
葉
や
笑
顔
が
見
た

い
で
す
。

み
ん
な
に
ひ
ろ
ま
り
、
人

気
が
あ
っ
て
、
お
い
し
い
パ

ン
で
大
宇
陀
に
笑
顔
が
増
え

る
。
こ
れ
が
私
の
理
想
の
パ

ン
屋
で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
、
選
定
委
員
会
の
選
定
を
経
て
選
奨
式
で
発
表
さ
れ
た
３
名

の
方
の
「
宇
陀
市
の
将
来
を
担
う
小
学
生
の
作
文
」（
全
文
）
の
を
紹
介
し
ま
す
。
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「
わ
た
し
の
将
来
の
夢
に
つ
い

て
」永

郁
弥
さ
ん（
榛
原
西
小
６
）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
希
少
動

物
の
保
護
を
す
る
獣
医
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
幼
稚
園
の
頃
、

飼
っ
て
い
た
猫
が
病
気
に
な
っ

た
時
、
獣
医
師
と
い
う
職
業
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
レ

ビ
で
北
海
道
の
オ
オ
ワ
シ
や
オ

ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種

の
保
護
を
し
、
自
然
に
返
し
て

い
る
獣
医
師
を
見
て
、
動
物
と

真
け
ん
に
向
き
合
っ
て
い
る
姿

に
感
動
し
、
ぼ
く
も
将
来
こ
ん

な
獣
医
師
に
な
り
た
い
と
思
う

様
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、「
広
報
う
だ
」

で
驚
き
の
内
容
を
目
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
特
別
天
然
記
念

物
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

宇
陀
市
に
生
息
し
て
い
る
と
い

う
記
事
で
し
た
。
そ
し
て
、
保

護
し
た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

を
市
役
所
に
展
示
し
て
あ
る
と

い
う
の
で
早
速
見
に
行
き
ま
し

た
。
三
千
万
年
前
か
ら
姿
を
変

え
ず
生
き
続
け
て
き
た
「
生
き

た
化
石
」
が
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
中
央
の
水
そ
う
に
い
ま
し

た
。
今
ま
で
特
別
な
場
所
で
し

か
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
こ
ん

な
近
く
に
、
し
か
も
ぼ
く
の
住

ん
で
い
る
宇
陀
市
の
川
に
い
る

な
ん
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
分

で
し
た
。
自
分
と
三
千
万
年
前

の
時
代
が
一
し
ゅ
ん
に
し
て
つ

な
が
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
そ
う
入

し
、
保
護
し
た
場
所
近
く
に
放

し
て
見
守
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

川
の
復
旧
工
事
の
際
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
自
由
に
川
を

行
き
来
で
き
る
よ
う
に
石
を
積

み
重
ね
た
ス
ロ
ー
プ
と
、
人
工

巣
穴
を
作
っ
た
と
奈
良
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、「
人
間
と
自
然

と
の
共
生
」
が
で
き
て
い
る
と

感
じ
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

共
生
が
で
き
る
と
絶
滅
か
ら
生

物
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
十
年
後
、
二
十
年

後
も
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

繁
殖
し
や
す
い
豊
か
な
川
で
あ

っ
て
ほ
し
い
し
、
宇
陀
市
の

「
人
間
と
自
然
と
の
共
生
」
の

力
に
な
れ
る
獣
医
師
に
な
り
た

い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

私
の
夢
「
龍
穴
太
こ
を
全
国
に

広
げ
た
い
」

山
本
万
喜
さ
ん
（
室
生
西
小
６
）

私
の
将
来
の
夢
は
、
今
が

ん
ば
っ
て
い
る
室
生
龍
穴
太

こ
を
う
ま
く
な
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
に
聞
い
て
も
ら
う

事
で
す
。

そ
れ
か
ら
子
供
た
ち
に
室

生
龍
穴
太
こ
を
教
え
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

は
太
こ
を
始
め
て
三
年
が
た

ち
ま
す
。
初
め
は
、
な
か
な

か
覚
え
る
事
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
今
で
は
四
曲
た
た

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

う
ま
く
た
た
け
ず
く
や
し
か

っ
た
私
は
、
兄
に
教
え
て
も

ら
っ
た
り
毎
晩
お
ふ
ろ
で
練

習
し
、
努
力
し
続
け
ま
し
た
。

私
の
一
番
好
き
な
曲
は
「
龍

の
宴
」
と
い
う
曲
で
す
。
こ

の
曲
は
一
番
最
初
に
習
っ
た

曲
で
、
と
て
も
と
て
も
盛
り

上
が
る
曲
で
横
笛
も
ふ
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

練
習
を
し
て
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
曲
を
た
た
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

こ
の
龍
穴
太
こ
は
、
始
め

は
女
性
ば
か
り
の
和
太
こ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
そ
こ

に
男
性
や
子
ど
も
も
加
わ
り
、

約
十
七
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
二
〇
〇
三
年
に
室
生
龍

穴
神
社
の
改
修
工
事
と
な
る

「
式
年
造
営
奉
告
祭
」
が
行
わ

れ
た
時
に
始
め
て
演
奏
を
ひ

ろ
う
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
、
宇
陀
市
や
室
生
地
域

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
に

は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

太
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
宇
陀
市
の
太
こ
の

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
み
ん

な
に
聞
い
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
宇
陀
市
以
外
の
人
た

ち
に
も
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
一
生
け
ん
め
い
練
習

し
て
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た

い
で
す
。
室
生
や
宇
陀
市
の

良
い
所
や
歴
史
を
勉
強
し
て
、

聞
き
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
来
の
読
み
は
「
ご
」。「
杵き
ね
」
の
原
字
で
、
上
下

に
交
差
し
、
も
ち
を
つ
く
杵
を
描
い
た
も
の
。

十
二
進
法
で
は
、
前
半
（
午
前
）
が
終
わ
り
後

半
（
午
後
）
が
始
ま
る
位
置
に
あ
り
、
そ
の
交
差

点
を
「
正
午
」
と
い
う
。
つ
ま
り
十
二
支
の
中
間

に
位
置
し
、
草
木
の
成
長
期
が
終
わ
り
、
衰
え
を

見
せ
始
め
た
状
態
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
「
馬
」
と
し
た
の
は
、
無
学
の
庶
民
に

十
二
支
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
動
物
の
名
前
を
当

て
た
も
の
で
あ
る
が
、
順
番
や
選
ば
れ
た
理
由
は

定
か
で
は
な
い
。(

語
源
由
来
事
典
よ
り)

午
（
う
ま
、
ご
）：

十
二
支
の
ひ
と
つ
。

干
支
（
十
二
支
）
の
第
７
番
目
。

午
の
月：

旧
暦
５
月
（
概お

お
む

ね
新
暦
６
月
）

午
の
刻：

昼
の
１２
時
を
中
心
と
す
る
約
２
時
間
。

午
の
方：

南
の
方
角
。

午
年：

西
暦
年
を
１２
で
割
っ
た
際
、
余
り
が
１０
と

な
る
年
。

〈
馬
を
使
っ
た
こ
と
わ
ざ
な
ど
〉

◇
馬
に
は
乗
っ
て
み
よ
、
人
に
は
添
う
て
み
よ

馬
の
よ
し
あ
し
は
乗
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
し
、
人
の
よ
し
あ
し
は
親
し
く
付
き
合
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
何
事
も
経
験
し
て
み
な
い

と
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

◇
馬
の
耳
に
念
仏

馬
に
念
仏
を
聞
か
せ
て
も
あ

り
が
た
み
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
人
の
意
見
や
忠
告
を
聞

き
流
す
だ
け
で
、
少
し
も
聞
き

入
れ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
の
た

と
え
。 ◇

◇

今
年
は
午
年
で
す
◇
◇



宇陀市では平成21年12月に策定した「第2次宇陀市行政改革大綱及び実施計
画」をもとに、現行計画事業の見直し、トップマネジメントの強化、自主財源
の確保、市有財産の売却、普通会計職員数の削減、特別職の給料の削減、管理
職手当の削減、職員給料の削減等に取り組んできました。
その結果、平成24年度は8億1,700万円の行政改革の効果を捻出することがで

き、また平成24年度の普通会計の決算においては6億3,400万円の黒字決算とな
りました。 総務課・行政改革推進室（182‐1302／IP188‐9068）

■宇陀市普通会計（※）職員数
第2次行政改革大綱実施計画においては、平成22年4

月1日現在479人の職員数を平成27年4月1日までに48
名削減し431人とすることをめざしていましたが、早期
退職者制度の導入等により平成25年4月1日現在で414
人まで削減することができ、計画以上の効果を達成して
います。

※普通会計とは？
総務省の定める会計区分のひとつで、一般会計、特別

会計など各会計で経理する事業の範囲が自治体ごとに異
なっているため、統一的な基準で整理して自治体どうし
が容易に財政比較できるように考えられた統計上の会計
区分です。宇陀市では一般会計と住宅新築資金等貸付事
業、霊苑事業、歯科診療所事業、土地取得事業の4つの
特別会計を統合し純計したものをいいます。また純計と
は各会計間で繰り入れ、繰り出しなどお金の移動を行っ
ている場合、これを単純に合計すると、繰り入れ、繰り
出しした額だけ規模が大きくなるので、この重複した分
のお金の額を除いて合算することをいいます。

～市民の皆さんのご協力ありがとうございました。～

★ 主 な 取 り 組 み ★

◆事務事業の見直し（効果額 4億5,500万円）
○普通建設事業の見直し （約4億8,000万円）
○賃金の削減　　　 （約8,000万円増加）
○委託料の削減 （約2,300万円）

◆組織・機構の改革
○平成25年3月31日をもって歯科診療所を廃止
し、民間に払下げしました。

◆財政の健全化（効果額 5,300万円）
○市有財産の売却 （約800万円）
○市税・使用料の徴収強化　　（約4,500万円）
○ホームページ、広報紙、自主放送等への有料
広告の掲載　　　　　　　　　　（約75万円）

◆定員の適正化と給与の適正化
（効果額 2億9,000万円）

○勧奨退職の促進　　　　　（約2億1,800万円）
○特別職の給料削減…市長30%、副市長20%、
教育長20%      （約590万円）
○管理職手当の削減　 30%削減（約1,300万円）
○職員給料の削減… 2.5%削減 （約4,700万円）
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以上のように、これまで市民の皆さんに多大な
ご協力をいただき、大綱及び実施計画で示した課
題に取り組んできました。
今後は、普通交付税の合併算定替えによる支援

措置が段階的に減額される平成28年度からの経
営に備え、緊張感を失することなく改革を継続し
ていきます。

◆住民協動と行政サービスの向上
○まちづくり協議会の設置のため、各地域での
検討会を経て協議会の立ち上げを推進しまし
た。

○各種委員会や審議会委員の公募を行いまし
た。

第2次行政改革の効果額（平成24年度分）を発表します

◆職員の育成と能力向上
○人事考課制度を本格導入し、職員の能力開発
と人材育成に努めています。

○研修制度を活用し、職員の政策形成能力の強
化に努めました。

この制度は、行政が取り組む事業や活動は一度
始めれば自動的に、恒久的に、続けていくもので
はなく、一定期間ごとに当初の目的は達成してい
るのか？課題は何か？について確認し、市民のた
めに無駄なく適切に実行されているかを評価・検
証するものです。このサイクルを制度化したもの
が、行政評価制度です。
この制度では政策や事業など評価の単位によっ
て、政策評価、施策評価、事務事業評価に分類さ
れます。

◆宇陀市の事務事業評価制度
宇陀市では、平成19年度より試行導入し、評価
の単位を「事務事業」とし総合計画の施策体系を
もとに事業を分類し、担当課での自己評価を行っ
てきました。
今年度の事務事業評価は、平成25年3月に策定
した宇陀市総合計画・後期基本計画の目標値を改
善への指標として掲げています。評価対象事業に
ついては、前年度の評価対象事業に後期基本計画
の主な事業を加えた126事業です。

※詳しくは、宇陀市ホームページをご覧ください。

行政評価制度の概要と取り組みについて



浦上さん（室生西谷）
は、心臓に障がいがあ
りながら、それを克服
し、自立した生活を送
られていることが、他
の障がい者の模範にな
ると認められたため、
このたび知事表彰を受
賞されました。

氏は、市身体障害者福祉協会副会長や身
体障害者相談員として、会員相互の健康管
理や親睦を図ることを目的として活動され
ておられます。
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祝！叙勲　おめでとうございます

高齢者叙勲を受章

森脇達夫さん
（元大宇陀町議会議員）

旭日単光章
（地方自治功労）

森脇さん（大宇陀大東）
は、昭和46年から3期にわ
たり大宇陀町議会議員を務
められ、地方自治の振興と
発展に貢献されました。
その間、議長、総務福祉

常任委員長、建設経済常任
委員長などの要職を歴任さ
れ、卓越した識見と的確な
判断力をもって任務を遂行
されました。

勝井章文さん
（元室生村助役・元室生村公
平委員・元宇陀市公平委員）

瑞宝双光章
（地方自治功労）

勝井さん（室生上笠間）
は、昭和58年から4年間元
室生村助役に就任し、村政
の発展と住民福祉の向上に
多大な貢献をされました。
また、平成3年から14年9
カ月室生村公平委員会委員
を、平成18年から6年間宇
陀市公平委員会委員を長き
にわたり務められ、公正な
人事行政の確立および職務
権限に基づく任務を適確に
遂行し、地方自治の振興と
発展に貢献されました。

吉良俊幸さん
（元大阪市消防司令長）

瑞宝単光章
（消防功労）

吉良さん（榛原天満台西3）
は、昭和48年に大阪市消防
局に採用以来、平成19年ま
での長きにわたり勤務され
ました。
主に、総務部や予防部な

ど本部で勤務され、消防業
務体制の強化・充実に向け
て尽力されました。
消防士として、常に市民

の生命・財産を火災・風水
害などの災害から守るため、
警防活動および指揮活動に
尽力されました。

勤労感謝のお礼に市役所を訪問

11月21日、23日の勤労感謝の日を前
に、榛原北保育園としらゆり保育園の園
児たちが市役所を訪れ、働く人の代表と
して子ども支援課長に、手作りのカレン
ダーや記念品、お花を手渡し、お礼の言
葉とともに感謝の気持ちを伝えました。

心身障害者自立更正者知事表彰を受賞

浦上謙造さん
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10月25日から27日「第44回ジュニアオリンピッ
ク陸上競技大会」が日産スタジアムで開催され、宇
陀市から三田さん(大宇陀中3年）と松本さん（室生中2
年）が円盤投に出場されました。
三田さんはABC男子共通で7位、松本さんはABC

女子共通で23位という成績でした。
11月に三田さんと松本さんは、大会結果報告のた

め宇陀市を表敬訪問されました。

ジュニアオリンピックに出場

2年連続受賞　学校給食甲子園決勝大会出場
市立学校給食センターが、12月8日に東京で

開催された「第8回全国学校給食甲子園」に、
中部・近畿ブロック代表として県内初出場し入
賞しました。
この大会は、食育の啓発と地産地消を奨励し、
地域の活性化に貢献することを目指し開催さ
れ、地元産品を使った学校給食メニューを競い
合います。
今年は全国から2,266施設の応募があり、最

終12施設が選ばれました。
当日は献立を1時間という作業行程時間内に

調理から配膳・片付けまで仕上げるというルー
ルがあり、大会に向けて何度もリハーサルされ
ました。

今回の献立は、サフランライスの葛あんかけ、
手羽元と白ねぎのさっぱり煮、ひじきとしろ菜
のさっと煮、柿です。材料には、宇陀の地元産
品である野菜やきのこをはじめ、しょうゆ、吉
野本葛、塩こうじを
使っています。

カップリングパーティー　7組のカップルが成立
11月17日、うだ夢創の里において「うだカ

ップリングパーティー in うだ夢創の里」（うだ
夢創の里・宇陀市共催）を開催しました。
今回で5回目を迎える同パーティーには、市

内外から独身の男女27名が集まりました。はじ
めの自己紹介では緊張気味だった参加者も、石
窯ピザづくり体験や餅つき体験ではリラックス
した雰囲気の中、会話が弾んでいました。

スタッフもドキドキのカップリングでは、7
組ものカップルが誕生しました。今後お付き合
いを重ねていただき、ご結婚に至ることを期待
しております。
参加者からは、「なかなか出会いの場がない

ので、今後もこの様なパーティーを開催して欲
しい」「ランチも石窯ピザも、最高に美味しか
ったです」などといった声をいただきました。

「宇陀の記紀・万葉」講演会と企画展を開催
11月10日、榛原総合センターで講師に里中満智子さん（漫

画家）を招いて「記紀・万葉講演会」を開催、市内外から250
人が来場されました。
里中さんの著書には、壬申の乱の時代を描いた「天上の虹」

や「ギリシア神話」など、歴史を題材にした作品を多く手がけ
られています。自身の体験談をわかりやすく丁寧に語りながら、
古代史の魅力や壬申の乱をテーマにお話しされました。
また、11月13日から12月1日、市文化会館の展示コーナーで

記紀万葉企画展「かぎろひ」への道程（みち）が開催され、多
くの方が訪れました。

三田敦輝さん 松本奈夕さん
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11月10日、うだ夢創の里の誕生2周年記念イ
ベント「うだ夢創の里　里の収穫祭」が開催さ
れました。
開会にあたり竹内市長の挨拶の後、室生中学

吹奏楽部のオープニングコンサートが行われま
した。当日は、里の田や畑で収穫された食材を
使ったバザーや子ども餅つき、音楽家によるコ
ンサート、ビンゴ大会などが催され、訪れた方
は楽しいひとときを過ごしていました。
また、スタッフで作成した石窯の完成披露を

兼ねて、石窯ピザの販売も行われました。
「うだ夢創の里」は、高齢化が進む地域に人

と人とのつながりを通じて“にぎわい”を取り

戻すために、NPOが協働で活動する施設です。
今後も農業体験や配食サービスなどの実施な

どを通じて“にぎわい”のある地域づくりを行
います。

うだ夢創の里「収穫祭」開催

11月16日、室生福祉保健交流センタ
ーで囲碁大会が行われ50名が参加、熱
戦を繰り広げられました。
[Aの部（二段以上）]
①村田好男（六段）②山口勝巳（三段）
③新居崎徹（二段）④三好啓史（五段）
⑤前川幹雄（七段）
[Bの部（二段以下）]
①木村正彦（初段）②倉西貞夫（2級）
③森本禎造（二段）④箕輪恭治（2級）
⑤谷本徳隆（初段）

第7回宇陀市囲碁大会の結果地域で防災標語のぼり旗を作成
11月24日、伊那佐文化センターで伊那佐地区連

合自治会・自主防災組織による防災訓練が
行われました。今回の活動では、特に地元
小学生から防災標語を募集し、その中から
優秀標語ののぼり旗が作成されました。
これからも

地域一体とな
った「安全と
安心のふる里
づくり」を進
めてください。
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（財）自治総合センター
では、宝くじの普及広報事
業費として、受け入れる受託

事業収入を財源に、住民の行うコミュニティ活
動の助成事業を行うことで、地域のコミュニテ
ィの発展に寄与することを目指しています。

【助成金を受けた自治会】
菟田野佐倉自治会…地域のコミュニティ活動の
拠点である集会所を快適な施設に整備して、活
動のより一層の活性化を図るため、集会所備品
を整備を行いました。

榛原宮本自治会…秋祭りでの地域の連携を深
め、事業の継続と充実を図り、地域コミュニテ
ィを発展させるため、祭用備品の整備を行いま
した。

榛原萩乃里自治会…地域のコミュニティ活動を
活性化し自治意識の向上を図るため、公民館備
品や清掃活動備品の整備を行いました。

室生連合自治会…公民館の環境を改善し、地域
コミュニティの活性化を図るため、公民館備品
の整備を行いました。

宝くじ助成金で備品などを購入

[室生連合自治会]

[菟田野佐倉自治会] [榛原宮本自治会]

[榛原萩乃里自治会]



■健康診査（こども）

■予防接種

【申し込み・問い合わせ】室生福祉保健交流センター（192‐5220／IP188‐9175）

1月の大宇陀保健センター「健康相談日」
日時 15日（水） 午前9時～午後4時
場所 大宇陀保健センター
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◎なかま会
【集合日時】2月4日（火）午前11時～
【集合場所】榛原保健センター
【内容】○みんなで作ってみんなで食べよう！

○情報交換
【対象】精神保健福祉手帳を持っている統合

失調症の方

◎ぬく森サロン【室生地域対象】
【日時】1月10日（金）・17日（金）・24日（金）

午前11時～午後3時30分
【場所】室生福祉保健交流センター
【対象】65歳以上で介護保険の認定を受け

ていない方
【内容】新年会、囲碁ボール

◆野菜たっぷりクッキングレシピ◆

（4人分）
（材料）生鮭…2切（130ｇ）、塩…少々、大根…
1/4本、白菜…1/8個、しめじ…1/2株、だし汁
…2．5カップ強、葉ねぎ…少々、油…大さじ1
（A＝小麦粉…10ｇ、白味噌…35ｇ、牛乳…3/4
カップ）バター…6ｇ

（作り方）
①生鮭に塩をふり10分ほど置いておく。
②大根を一口大の乱切りにし、白菜も食べやす
い大きさに切る。しめじは小房に分け、葉ね
ぎは小口切りにしておく。

③鮭の水気をペーパータオルなどでふき、3～4
切れにそぎ切りにする。

④鮭を薄く油を敷いた鍋で軽く表面を焼き、取
り出しておく。

⑤同じに鍋に大根とだし汁を入れ、10分程煮る。
鮭を鍋にもどし、白菜の芯としめじを加え大
根がやわらかくなるまで煮る。

⑥Aの調味料を混ぜ合わせておく。
⑦白菜の葉とバターとAの調味料を入れて、トロ

ミがつくまで煮る。
⑧器に盛り、葉ねぎを好みで
ちらす。

（4人分）
（材料）白菜（芯の部分）…250ｇ、白いりごま…
適量、かつお節…適量、焼き刻みのり…適量、
おろし生姜…大さじ1、しょうゆ…大さじ1、ご
ま油…大さじ1・1/2、酢またはレモン汁…小さ
じ1

（作り方）
①白菜は芯の部分を千切りにし、器に盛る。
②①にいりごま、かつお節、おろししょうが、
刻みのりをかける。

③②の上からしょうゆをかける。
④鍋でごま油を熱し、③にかける。
⑤酢またはレモン汁をかけ、食べる直前に全体
を混ぜあわせる。

うだチャン11chで12月放映されたレシピです。

〈過去のレシピは、市ホームページをご覧ください〉



子育て支援センターには、たくさんのお子様
や保護者の方が来館されます。
これからの時期は、お子様はもちろん、保護

者の方の体調を考え、各活動にご参加ください。
また、集団感染防止のため、「親子教室」「つ

どいのひろば」「なかよしひろば」「すこやかル
ーム開放」をやむなく中止する場合があります
ので、ご理解ご了承をお願いします。
※実施のご確認は、子育て支援センターにおた
ずねください。

子育て支援センター（184‐9925）／菟田野松井473番地の1

♪♪みんなで楽しく子育てしませんか♪♪

【1月の予定】

◎詳しくは、宇陀市ホームページのトップ画面の健康・福祉／子育て／子育て支援センター「すくすく」をご覧ください。

親子ふれあい事業として、毎月いろいろな
活動を計画しています。
日時 1月27日（月） 午後2時15分～3時15分
場所 子育て支援センター（2階）
対象 市内全域の就学前幼児とその保護者
内容 わらべうた遊びとスノードームを作ろ
う

持ち物 蓋つきの透明なビン（ジャムやのり
などのあまり大きくないもの）

申し込み 1月17日（金）までに、電話または直
接支援センターまで

参加費 100円（材料費）

◇なかよしひろば
（親子ふれあい事業）

インフルエンザなどに関するお知らせ
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子育てをしている家族が、自由に遊べるよ
うに施設を開放しています。親子でゆったり
遊び、みんなでおしゃべりをして気分転換を
図りませんか。
対象 市内在住または里帰りの就学前
（小学校入学まで）の乳幼児とその保護者

日時 月～金曜日　午前9時～午後4時
◆お話の日（毎週火曜日）
◆リズムの日（毎週木曜日）
※どちらも時間は、午前11時～11時30分です。

☆支援センター開放＜申込不要＞

11月28日、津村薫先生（女性ライフサイク
ル研究所理事）をお招きし、「今からでもでき
る、心豊かな子育て」と題し、自らの体験談を
交えながら講演をしていただきました。
自信・自立・意欲を育みながらの育児方法を

聞いた後、参加者から
「心に響く言葉がたくさ
んありました」「子ども
気持ちに寄り添ってい
きたいです」などの意
見をいただきました。
※アンケート結果は、ホームページをご覧ください。

子育て講演会を実施しました



新新
年
の
ご
挨
拶

院
長
　
仲
川
喜
之

広報うだ　16

（182‐0381）
http://www.city.uda.nara.jp/udacity-hp

【対象者】昭和53年4月2日以降に生まれ、薬剤師の資
格を有する人

【採用試験】小論文・面接
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し

【対象者】昭和53年4月2日以降に生まれ、理学療法士
の資格を有する人

【採用試験】小論文・面接
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し

【対象者】昭和53年4月2日以降に生まれ、作業療法士
の資格を有する人

【採用試験】小論文・面接
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し

【対象者】診療放射線技師の資格を有する人
【採用試験】小論文・面接
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※それぞれの試験日時等については、申込者に後日連絡します。
★問い合わせ＆申込先　　市立病院経営企画課へ
（土・日曜日、祝日を除く 午前9時～午後5時）

12月28日（土）～1月5日（日）まで休診となります。
※休診日の救急患者の受け入れについては、必ず事前
に電話でお問い合わせください。

※なお、小児科については休診中の対応はできません
のでご了承ください。

11月18日（月）に消防訓練を実施しました。今回
の訓練は4階から7階病棟の間で火災が発生した想定
で行い、5階病棟において火災が発生した場合の消防
設備の操作方法を説明した後、実際に各病棟で警報音
と非常放送を鳴らし、消火器を持
ち出し消火する等、本格的な内容
で行いました。また、各所におけ
る避難誘導や、出火場所への応援
体制等、各々の対応についても職
員への説明を行いました。
これからも、大切な生命を預か

る病院として、いろいろな災害を
想定し、これからも訓練を実施す
る予定です。

【報酬】年俸制、1,100万～1,700万円（税込）
※指導医・専門医等優遇します（要相談）

【手当】各種手当は年俸に含まれています（退職金は
ありません。）

【業務内容】外来診療・病棟管理・当直業務
【経験】卒後5年以上　
【勤務日数】週4～5日【当直】月3～4回
【休日】土曜・日曜・祝日、年末年始（12／29～1／3）
【待遇】有給休暇、各種保険完備、学会参加費補助、
院内保育（昼間）

糖尿病教室のご案内
【1月の予定】
参加費は無料で事前予約も不要です。

○ 第1回 9日（木）糖尿病の基礎知識
○ 第2回 16日（木）糖尿病の治療～食事療法～
○ 第3回 23日（木）糖尿病の治療～運動療法～
○ 第4回 30日（木）糖尿病の治療～薬物療法～
【時間】午後1時30分～　
【場所】北館2階栄養指導室
◎開催予定日については毎月の広報に掲載します。

【日 時】1月31日（金）午後3時から【場 所】宇陀市文化会館
詳しくは、今月号折込チラシをご覧ください。
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12月7日、菟田野分館「いきいきホール」に
おいて、「宇陀市平和と人権を考える集い」を
開催しました。
日米友好のためにアメリカより送られた人形

が、戦争により「敵国のスパイ」だとし処分さ
れる中、日本各地にわずかに生き残った人形が、
宇陀市にもあるということが紹介されました。
戦争という状況下で、その人形たちがどのよう
な運命をたどったのかを写したＤＶＤ「青い目
の人形物語」の上映がありました。

その後、鈴木知英子さん（戦争の語り部）の戦
争体験記「私の戦争は終わらない」と題して講
演がありました。
鈴木さんは、1945年7月に王寺駅で米国機

の機銃掃射により負傷、怪我をしたことを非国
民のように言われ、被弾した弾丸の一部が頸椎

けいつい

に残っていたことが戦後何十年もわからず、そ
の鉛毒に体を犯され命さえ危ぶまれる体験をさ
れました。
戦争体験を語ることは、戦争を体験した者の

義務であり、また、平和を訴える責任があり、
誰の命にも重い、軽いは
ない、みんな幸せに生き
る権利があり、それを戦
争により踏みにじられる
ことは許されるものでは
ないと話されました。
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人権擁護委員は、国民の基本的人権を擁護し、
人権思想の普及・高揚をはかるため、法務大臣
から委嘱を受けて、日々活動を行う方々です。
宇陀市では、現在13名（平成26年1月1日現在）
の人権擁護委員が活動されており、地域の中で、
人権侵害が起きないよう見守り、より多くの人
たちに人権について関心を持ってもらえるよう
啓発活動を行っています。

また、市内の幼稚園・小学校等の子どもたち
に、紙芝居・絵本を通じていじめ等について考
える機会を作り、「人を思いやる心」が育まれ
ることを願い、人権教室を行っています。人権
擁護委員による人権相談も毎月実施しておりま
すので、お気軽にご相談ください。
詳しくは20ページをご覧ください。

平成25年10月1日付けで人権擁護委員の西浦靖明さん
（榛原赤瀬）が、奈良地方法務局桜井支局で法務大臣表彰を
受賞されました。
平成19年1月に人権擁護委員になられてから6年間、人権

相談や啓発活動に尽力され、市内の幼稚園・小学校などで人
権教室を実施するなど、人権思想の普及に努められてこられ、
この度の受賞となりました。おめでとうございます。 写真左より：奈良地方法務局桜井支局山

本支局長、西浦氏、桜井宇陀人権擁護委
員協議会岡田会長

人権擁護委員をご存じですか？

菟田野保育所人権出前教室時様子（9月9日）室生子ども園人権出前教室時様子（11月28日）

人権擁護委員法務大臣表彰を受賞

「宇陀市平和と人権を考える集い」を開催
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10744‐23‐2771）] 内容
相続登記、その他登記について
奈良県司法書士会
（10742‐22‐6677）

■予備自衛官補募集
○種目：一般公募　資格：18
歳以上34歳未満
○種目：技能公募　資格：18
歳以上で保有する技能に応じて
53歳～55歳
受付期間：1月8日～4月2日
試験日：4月11日～15日（内1日）
自衛隊天理募集案内所
（10743‐63‐2540）
ＨＰ：http://www.mod.go.jp/
pco/nara

■放送大学で学んでみませんか
テレビなどの放送やインター

ネットを通して学ぶ通信制の大
学です。学位取得、キャリアア
ップや自己実現など、生涯学習
を目指す方をサポートしていま
す。平成26年4月入学の出願は
2月28日まで受付中。
◎資料を無料で差し上げていま
す。お気軽にご請求ください。
※放送大学ホームページでも出
願可。
放送大学奈良学習センター
（10742‐20‐7870）

■第4回ビンテージカー　ニュ
ーイヤーミーティング開催

日時 1月2日（木）午前10時～
午後3時　場所 市総合体育館
駐車場　内容 車両展示、部品
交換会、人気投票、その他余興
（予定）参加規格　1980年代
（昭和55年）までに製造された
国内外の車両若しくはビンテー

ジ（レア車・スーパーカー含む）
とみなされる車両（2輪3輪など
含む）参加費 車両展示：
1,000円／１台、部品交換会：
2,000円／1ブース（約5m×
5m）
ビンテージカーニューイヤー

ミーティング実行委員会
東口方（1090‐6202‐0037）

■NPO法人宇陀カエデの郷づ
くりから

☆着物を使ったディスプレイア
ート展（入場無料）
内容 カエデ柄の着物で空間を
彩るアートディスプレイ。アー
ティスト：橋本青二郎氏　展示
期間 1月15日（水）～約１カ
月間　場所 「カエデの郷　ひ
らら」ギャラリー

☆給食ランチの日
昔なつかしい給食ランチ（限

定40食、1食800円）を提供し
ます。
日時 1月 1 9日（日）場所
「カエデの郷　ひらら」内Cafe
カエデ

☆手づくり市
日時 1月19日（日）午前10時
～午後4時　場所 奈良カエデ
の郷　ひらら　内容 ○出品ジ
ャンル…木工家具小物・編みぐ
るみ・スイーツデコ・フラワー
アレジメント・布小物・編み物

小物・ヘアーアクセサリー・天
然石アクセサリーなど　○手作
り内容… スイーツデコ・カエ
デの種や葉を使った工作、羊毛
フェルトのくるみボタン・王冠
のマグネット・焼き物など
○出店作家さん大募集

☆カエデのおしゃべり会
内容 矢野正善氏（カエデ研究
家）を囲んでカエデのスライド
を見ながら楽しく語り合いまし
ょう。語り部 矢野正善氏　日
時 1月26日（日）午後1時30
分～　場所 「カエデの郷　ひ
らら」内Cafeカエデ
※詳細は へご確認ください。
カエデの郷事務局
（184‐2888）

■募金報告とお礼
11月24日の「第7回東北支

援チャリティーコンサート」に、
多数ご来場いただきありがとう
ございました。当日の募金
35,568円は、あしなが育英会
レインボーハウス募金に送らせ
ていただきました。
また、ご協力いただきました

アンケート結果も、今後の運営
の参考にさせていただきます。
レインボー宇陀
杉本方（182‐3951）

「簡素な給付措置」をよそおった「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意ください

○市町村や厚生労働省などがATMの操作をお願いすることは、
絶対にありません。

○ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうこ
とは絶対にできません。

○市町村や厚生労働省などが、「簡素な給付措置」の給付のため
に、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。

○現時点で、市町村や厚生労働省などが住民の皆様の世帯構成や
銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、絶対にあり
ません。

◆ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたっ
た電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、お住まいの
市町村や最寄りの警察署［警察相談専用電話（＃9110）］にご連
絡ください。

募　集

催　し

その他
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■空き家相談会
専門家も参加し、空き家所有

者からの相談をお受けします。
空き家に関する疑問、ご質問な
ど、お気軽にご相談ください。
日時 1月18日（土） 午前10時
～正午　場所 橿原市内膳町自
治会館「すみれホール」※当日
ご来場いただけない方は、電
話・e-mail(akiyaconcierge@
ybb.ne.jp)でのご相談も随時受
け付けています。※相談窓口は、
月～土曜日（日曜日、祝日を除
く ） 午 前 9 時 ～ 午 後 5 時 。
◎「平成25年度　空き家管理
等基盤強化推進事業」（国土交
通省補助事業）です。
特定非営利活動法人　空き家

コンシェルジュ［大和高田市］
（10745‐53‐0577）

■健康相談
○目の健康相談
日時 1月14日（火）午後2時～
3時（予約不要）
○精神科に関する健康相談
日時 1月22日（水）午後3時～
4時（予約必要）
○内科疾患に関する健康相談
日時 1月29日（水）午後2時～
3時（予約必要）
※健康相談は、無料相談のみで
診察・検査などは行いません。
場所 県医師会館1階　県民健
康サービス室（橿原市内膳町）
県医師会各主催部会
（10744‐22‐8502）

■子どもの悩みごと相談
（相談無料・秘密厳守・匿名可）
対象 子ども自身や保護者・家
族のほか、子どもに関する悩み

このコーナーは、市民サークルの催しや会員募集などを掲載しています。

であれば誰でも可　受付日時
平日の午前9時30分～正午、午
後1時～5時(平成26年1月15日
開始）内容　いじめ、体罰、虐
待、非行など、子どもに関する
悩みについて、専門の弁護士が
相談に応じます。
子ども悩みごと相談
（10742‐22‐2036）
※電話を受付後、担当弁護士が
電話します。

■「福祉職deあいフェア」
～就職面接会～
日時 1月21日（火）午後1時
～4時　場所 奈良ロイヤルホ
テル2階　内容 福祉関係事業
所40社の合同就職面接会　対
象 福祉職希望者（新卒者含む）
参加費 無料 ※最寄り駅から
無料シャトルバスあり。持ち物
履歴書
ハローワーク奈良
（10742‐36‐1601）

■「相続登記はお済みですか月間」
無料相談会
日時・場所 2月9日（日）午後
1時～4時　[奈良会場（西部公民
館／10742‐44‐0101）]
2月9日（日）午後1時～5時
[橿原会場（橿原文化会館／

○天満台公園・ひのき坂古墳公園に健康遊具を設置
背のばしベンチ・腹筋

ベンチ・ぶらぶらストレ
ッチなどの健康遊具を利
用し、背、肩、腹、ひざ
等の筋力アップ、健康づ
くりにお役立てください。
公 園 課 （ 1 8 2 ‐

3674／IP188‐9093）

○健幸運動教室にご参加ください
加齢にともない、筋肉はやせ筋力が低下しま

す。運動すると筋力はアップし、元気に活動す
るといわれています。ぜひ、この機会にご参加
ください。（両コースとも送迎はありません。）
対象 介護保険サービスを利用されていない65
歳以上の方
【アクアグリーンコース】
日時 3月末までの毎週月曜日（12月30日は除く）

午前9時～正午
内容 レッドコード（天井から吊り下げた運動用
ロープ）を使った運動および筋力トレーニング
参加費 1回500円（コーヒードリンク券つき）
定員：20名

【あきののゆコース】
日時 3月末までの毎週火曜日（12月31日は除く）
午前10時30分～11時45分
内容 ①水中運動コース ②筋力トレーニングコース
参加費 1回500円
（入浴券つき）
定員：各コース10名
◎準備物：どのコー
スも運動しやすい服
装、上靴、タオル、
水筒※水中運動コー
スの方は水着。

介護福祉課（182‐3675／IP88‐9088）

◇「ウェルネスシティ宇陀市」推進のため◇

相　談



■弁護士による福祉専門相談・精神科医による専門相談
広報うだ今月号折り込みの「うだし社協だより」5ページに掲載しています。

【相談コーナー】

長期保存や直射日光、高温の場所での保管に
よって、変質した灯油を使用すると、石油暖房
機器の故障や異常につながる危険があります。
火が消えない、刺激臭のする発煙などの事例が
あります。シーズン持ち越しや汚れた灯油、水
の混じった灯油などは使用せず、破棄する時に
は、ガソリンスタンドや灯油販売店等に相談し
てください。
また、コタツ掛布団や洗濯物がヒーター部分

に触れて出火し火災に至る事例もあります。コ
タツ掛布団を内へ押しこんだり洗濯物を乾かし

たりするのはやめましょう。また、ヒーターユ
ニット部分は埃がたまりやすいので、こまめに
手入れをお勧めします。コードをコタツの脚で
踏んでいると断線してショートする場合もあり
ますので、ご注意ください。
なお、相談室ではこのような事故情報を受け

付けております。ヒヤっとした危険事故情報や
ケガ等の危害情報もお寄せください。

◎市役所で月曜日の午後、相談室を開設していま
す（下記参照）

はい！こちら消費者相談窓口です。
暖房器具の思わぬ事故にご注意！－灯油ストーブ・コタツ編－
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【受講料】無料
【定員】各回とも30名（要申込）
※第1回と第2回で内容は異なるため、できる限
り両回とも参加ください。
【申込方法】氏名・所属（個人の場合は不要）・
連絡先を電話、ファックスもしくはe-mailで下
記の申し込み先までお知らせください。

【申し込み・問い合わせ先】
まちづくり支援課
(182‐3910／IP188‐9094)
e-mail：machidukuri@city.uda.lg.jp

【日時】
［第1回］2月23日（日）午後2時～4時30分
［第2回］3月9日（日）午後2時～4時30分

※第1回と第2回で内容は異なります
【場所】榛原総合センター
【講師】村上良雄さん

（ＮＰＯ法人奈良ＮＰＯセンター理事長）
【対象者】社会貢献を視野に入れたコミュニティ
ビジネス（CB）やソーシャルビジネス（SB）
など地域密着型ビジネスを起業したい方、また
は興味のある方

コミュニティビジネス（CB）・ソーシャルビジネス（SB）講座　受講者募集！

臨時職員・正職員募集

■さんとぴあ榛原
○看護職員（1名）
【要件】臨時職員または正職員
【資格】看護師または准看護師の有資格者
【時給】1,050円～1,600円（正職員は月給制）
○介護職員（若干名）
【要件】資格を問わない
【時給】840円～940円
【申し込み】履歴書をさんとぴあ榛原庶務課へ
（土・日曜日・祝日を除く午前9時～午後5時）
さんとぴあ榛原
（185‐2525／IP188‐9065）

■幼稚園教諭・保育士
【募集職種】臨時幼稚園教諭・臨時保育士
【採用予定人員】3名程度
【応募資格】幼稚園教諭免許状および保育士資格
の両方を有する者、又は平成26年3月31日ま
でに当該免許状を取得する見込みの者

【試験日】平成26年2月1日（土）
【申込の受付期間】
1月6日（月）～1月23日（木）〈消印有効〉
【受験手続】
受験申込書の請求
①受験申込書は、子ども支援課で交付します。ま
た、宇陀市ホームページで「宇陀市臨時職員採
用試験受験申込書」の書式のダウンロードがで
きます。

②郵便で請求する場合は、表に「受験申込書請求」
と朱書きし、返信用封筒（長形3号で郵便番号、
宛先を明記し、80円切手をはったもの）を同
封してください。

※詳しくは、受験申込書と同時に配布する「平成
25年度臨時職員（幼稚園教諭・保育士）募集
要項」をご覧ください。
また、市ホームページにも「平成25年度臨時
職員（幼稚園教諭・保育士）募集要項」の内容
を掲載しています。

【受験の申込み】持参による受付は行っておりま
せんので、郵送で申し込んでください。

【採用時期】平成26年4月1日以降に採用されます。
【問い合わせ先】子ども支援課
ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス ：
h t t p : / / www . c i t y . u d a .
nara.jp

■保健師・看護師（准看護師）
【勤務場所】市内の保育所で勤務
【資格】保健師又は看護師（准看護師）の有資格
者

【勤務時間】1日あたり7時間45分
※勤務時間については、要相談
【時給】1，200円
【募集人員】1名
【勤務開始】平成26年4月1日
【申し込み】平成26年2月20日(木)までに履歴書
と免許状の写しを添えて子ども支援課へ提出

■調理師
【勤務場所】市内の保育所で勤務
【資格】調理師の有資格者
【勤務時間】1日あたり7時間45分
※勤務時間については、要相談
【時給】800円
【募集人員】若干名
【勤務開始】平成26年4月1日
【申し込み】2月20日（木）までに履歴書と免許状
の写しを添えて子ども支援課へ提出
子ども支援課（182‐2236／IP188‐9080）

【募集コーナー】
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【募集コーナー】

○補償コンサルタント業者（補償コンサルタン
ト登録規定による登録業者）
○その他、上記に付随する関係業務を希望する
者（ただし、業務上許可等が必要な場合、当該
許可等を受けていること）

※受注実績のある業務に限ります。
【有効期間】
平成26年4月1日～平成28年3月31日

【受付期間】
平成26年2月3日（月）～2月28日（金）

（土・日曜日、祝日を除く　午前9時～正午及び
午後1時～5時）

【提出書類】
提出要領及び様式は、市ホームページからダウ
ンロードできます。

管財課（182‐3632/IP188‐9084）

市では、建設工事関係などの入札参加資格審査
申請（指名願）の受付を行います。申請される方
は下記の要領で提出してください。
【受付対象業者】
①建設工事
建設業法第3条第1項の規定による許可を受け、
かつ、同法第27条の23の規定による経営に関
する事項の審査を受けている者

※許可業種のうち経営事項審査結果に完成工事高
がある6業種以内に限ります。

②測量・建設コンサルタント等
○測量業者（測量法による登録業者）
○建築設計業者（建築士法による登録業者）
○建設コンサルタント業者（建設コンサルタン
ト登録規定による登録業者）
○地質調査業者（地質調査業者登録規定による
登録業者）

平成26・27年度入札参加資格審査申請の受付を行います

【申込先】中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
中央公民館（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

中央公民館ではパソコンを始めようと考えてい
る方やパソコンの基礎から学びたいと考えてい
る方を対象に、パソコンの使い方を初歩から楽
しく学べるパソコン教室を開催します。簡単な
インターネットの検索方法までを楽しく学びま
す。
【日時】第1回：1月25日（土）

第2回：2月15日（土）
※時間はいずれも午前9時30分から午後4時で
す。（休憩：正午～1時30分）
※第1回と第2回は同じ内容の講座になります。
（両方の受講はできません）
【場所】菟田野分館
【対象】市内在住　在勤　在学の小学5年生以上
の方でこれからパソコンを始めようとする方

【内容】基礎からのパソコンの使い方
【定員】16名（定員になり次第締め切り）
【講師】NPO法人　六樹会パソコンサロン
【受講料】500円（テキスト代）

童謡などの懐かしい歌を、ピアノに合わせて
楽しく歌いませんか。
みんなで楽しく歌うことによって、心をリフレ
ッシュしましょう。
【日時】2月5日（水）午後1時30分～3時30分
【場所】菟田野分館　いきいきホール
【対象】市内在住・在勤・在学の人
（中学生以下は保護者同伴）

【定員】30名（定員になり次第締め切り）
【講師】堂下操子先生、助手：三宅英子先生
【受講料】無料

地産地消おやつ作り、地元で採れた野菜を使
った「ほっこりおやつ」などを作ります。男女
問わずご参加ください。
【日時】2月9日（日）午後1時30分～3時30分
【場所】榛原分館（榛原総合センター内）
【対象】市内在住・在勤・在学の中学生以上の方
（中学生は保護者同伴）

【定員】20人（定員になり次第締め切り）
【講師】市食生活改善推進員の皆さん
【材料費】400円
【準備物】エプロン・三角きん・お手ふきタオル

市中央公民館講座

【申込方法】1月10日（金）～20日（月）までに、電話またはＦＡＸ（住所・氏名・年齢・電話番
号を明記）にて中央公民館へ



【募集コーナー】
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◆◆ 募集コーナー◆◆

※郵送による申し込みは受付できません。
【申込の資格】
①平成26年1月1日時点で宇陀市内に住所がある
者、または宇陀市内に勤務している者で、住むと
ころに困っている方。（持ち家がある方は申し込
みできません）
※西谷改良団地のみ、平成26年1月1日時点で室
生地域内に住所がある者で、住むところに困って
いる方。（持ち家がある方は申込できません）
②同居親族がいる方。婚約中で入居指定日までに
婚姻できる方、事実上婚姻（内縁）関係にある方
（住民票により確認できる方）。
③世帯全員の基準月収額が158，000円以下であ
ること。但し、【裁量世帯】に該当する方は214，
000円以下であること。
※基準月収額とは「年間総収入額」から「年間所
得金額」を計算し、「世帯の年間所得金額」を求
め、さらに「世帯の控除合計額」を差し引いた額
を12で割り戻した額です。
④市税その他市に対する納入金を滞納していない
者であること
⑤申請人又は同居親族が暴力団の構成員でないこと
※入居資格審査会にて入居申込者の、実態調査及
び資格審査を行います。
※単身入居、裁量世帯などについては、公営住宅
課までご確認ください。
【住宅現地確認会】
日時 1月26日（日）・27日（月）
※両日とも午前9時～正午。
※担当者が現地に同行しますので、事前にご連絡
をお願いします。
※市営住宅は建築年数も経過し、壁等に傷や汚れ
などがありますが、修繕できかねるところがある
ため予めご了承ください。
※住宅は現状で引き渡しますので、入居申込され
る方は現地確認に参加してください。
【入居者の決定方法】
◆抽選会
日時 2月21日(金)
※時間については申込時にお知らせします。
住戸ごとの入居資格者によりくじを引く順番を決
める予備抽選を行い、その後本抽選を行い、入居
予定者（当選者）1名と補欠者を決定します。
【入居指定日】3月3日（月）

公営住宅課（182‐5642／IP188‐9096）

【申込用紙配布・受付期間及び場所】
配布・受付期間 1月20日（月）～1月31日（金）
※午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除
く）
場所 公営住宅課（市役所2階）
【募集住宅】
■第1団地（公営住宅）
［団地の住所］大宇陀小附1686
［構造・建設年度］簡易耐火構造2階建・昭和56年
［部屋番号・間取り・面積］
28号・3ＤＫ・65．72㎡

［家賃］7，000円～（収入に応じて算出）
■高倉中団地（公営住宅）
［団地の住所］榛原檜牧2143‐1
［構造・建設年度］簡易耐火構造2階建・昭和49年
[部屋番号・間取り・面積］3号・2ＤＫ・49．60㎡
［家賃］9，900円～（収入に応じて算出）
■浅後南団地（公営住宅）
［団地の住所］菟田野古市場1483‐1
［構造・建設年度］簡易耐火構造2階建・昭和60年
［部屋番号・間取り・面積］
27号・3ＤＫ・72．04㎡

［家賃］14，100円～（収入に応じて算出）
■西谷改良団地（改良住宅）
［団地の住所］室生西谷139‐1
［構造・建設年度］準耐火構造2階建・平成9年
［部屋番号・間取り・面積］
6号・4ＤＫ・84．22㎡

［家賃］10，500円～（収入に応じて算出）
［共益費］2，400円（年度毎に変動する場合あり）
■西谷改良団地（改良住宅）
［団地の住所］室生西谷139‐１
［構造・建設年度］凖耐火構造2階建・平成9年
［部屋番号・間取り・面積］
10号・4ＤＫ・84．22㎡

［家賃］10，500円～（収入に応じて算出）
［共益費］2，400円（年度毎に変動する場合あり）
※敷金は、どの住宅も入居時の家賃の3カ月分です。
【申込方法】申込資格等を確認のうえ、下記提出
書類を受付期間内に揃えて申し込みください。ま
た、提出書類は審査の関係上返却できません。
（申し込みは、1世帯1戸のみとなります。）
〈入居申込みに必要な書類〉
○市営住宅（公営・改良）入居申込書　○誓約書
（申込者及び同居者について、暴力団員でない誓
約書及び関係機関照会の同意書）○市税完納証明
書（「市税完納証明願い」の様式に、税務課・地
域市民課に証明のうえ提出）

市営住宅(公営・改良)入居者募集



【お知らせコーナー】
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※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により、開催日が変更になる場合
があります。

◆楽しむアート特別講座

◆山の芸術学校常設教室

室生下田口1112（1＆Fax 93－4400）
開館時間　午前9時～午後4時
休館日：毎週木曜日

【年末年始の休館日】12月25日～1月10日

※常設教室では元気村企画による講座が月2回開
かれています。企画日以外でも予約があれば体
験できますので、お問い合わせください。
※楽しむアート特別講座新規開設者も同時に募集
しています。
※常設教室の講座によっては、出張・出前講座も
いたしますので、ご相談ください。

ふるさと元気村（193‐4400）または企画課
（182‐1362／IP188‐9074）

◎詳しい講座内容については、ふるさと元気村のホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。
http://web1.kcn.jp/furusatogenkimura/

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館（197‐2215）または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～（45分間） 右表参照
◎第2・4木曜日は「むろうコーラス」練習のため
午後3時～（45分）となります。

※都合により内容等が変更する場合があります。

音楽の森ふれあい館では貸館・貸スタジオをご
用意しています。各種会合や音楽練習等にお使い
ください。詳しくは、音楽の森ふれあい館までお
問い合わせください。

【年末年始の休館】12月27日～1月7日

内容開催時間

住所：室生上笠間444－1  連絡先：：1/597－2215
開館時間：午前11時～午後4時 休館日：月・火・金

アアトトリリエエ常常設設アアーーテティィスストト募募集集中中！！

1月13日(月) 成人の日
【点火】午前11時（年男・年女）
【参加費】300円
【内容】焼きサンマ・豚汁等の振る舞いがありま
す。お餅は各自持参してください。
※天候により中止する場合があります。
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大宇陀拾生871（183‐0977）
1月の休館日: 1～4・7・13・14・21・28
【年末年始の休館】12月28日～1月4日

【一般書】 （大宇陀図書館所蔵）

■『温泉&やど関西　'14 』
出版：昭文社　　

徹底取材&調査で宿の
中身がよくわかる温泉宿
選びの決定版。話題の癒
し宿、駅に近い都会の温
泉付きホテルなど、おす
すめの温泉245湯&宿830
軒を収録。
Q Rコード付き。デー
タ:2013年4～6月現在。
【児童書】 (大宇陀図書館所蔵）

■『ハブラシくん』
3さいからのユーモアえほん

作：岡田 よしたか 出版：ひかりのくに
持ち主のさとしくんが歯みがきをさぼるので、

家出したハブラシくん。
「たまには歯みがき粉以外
のもんものせてみたいな
あ」というハブラシくんが
入ったのは、ソフトクリー
ム屋さんで…。ハブラシく
んの旅を描いた絵本。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110） 大宇陀図書館（183‐0977【代】）

【開館時間　午前9時30分～午後5時】
●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

8日（水）、22日（水）
①午前10時～　②午前10時45分～　
③午前11時30分～
（①②③とも同じ内容）
★おはなしクラブ

11日（土）、25日（土）
○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
●放課後子ども教室

8日（水）、15日（水）、22日（水）、29日（水）
○午後3時30分～

●映画会「手ぶくろを買いに」
18日（土）

○午前11時～（約25分）
日時

日時

日時

日時

【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

18日(土）午前10時30分～　
和室（2階）場所

日時

http://library.city.uda.nara.jp/
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●映画会「大年の客」 他（約30分）
25日（土） 午前10時30分～
研修室（1階）場所

上映日

1月の中央図書館および大宇陀図書館の休館日は

2014年は「午(うま)」の年です　
「午」をあしらった手芸品、小

間もの、陶芸など手づくりの作品
と新しい年のユニークな年賀状な
どを募集します。作品の募集は1月
6日(月）までです。
みなさまの出展とご鑑賞をお待

ちしております。

【展示期間】1月10日(金)～30日(木)
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NO.19

【東榛原まちづくり協議会】
室生ダム湖クリーンウォーク【11月17日(日)】
「自分たちの地域は自分たちで」という思い

から、室生ダム湖周辺の遊歩道の美化運動が実
施されました。当日は300人を超える参加のも
と、空き缶、空き瓶に加え、生活用品の不法投
棄など多くのゴミを収集されました。
また、市観光ボランティアによる周辺の観光

スポット「濡れ地
蔵」の紹介や、清
掃終了後には豚汁
の振る舞い、地元
の取れたて新鮮野
菜の直売があり、
大いににぎわいま
した。

【菟田野まちづくり協議会】
交通安全教室と防犯・防災訓練【11月17日(日)】
菟田野農村環境改善センターを会場に、菟田
野まちづくり協議会主催による交通安全教室と
防犯・防災訓練が開催されました。
体験型の取り組みを目指し、起震車、AED・

応急手当の実演、水消火器の消火訓練、簡易担
架作成など多くのコーナーが用意され、中でも

大型バスを使っての交通安全教室は、その迫力
に注目を集めました。
参加者は、交
通事故や防罪・
災害に備え、
各々の役割や連
帯など理解を深
める一日となり
ました。

【室生地区まちづくり協議会】
室生寺ライトアップ【11月16日（土）～12月1日（日）】
室生寺が開山して初めて夜間拝観とライトア
ップを実施されたことで地元の室生まちづくり
協議会は、「室生を元気で活力あるまちにする
ために」と門前の空き店舗の活用をはじめ、観

光客の安全対策
や、境内の警備、
案内のお手伝いな
ど、室生の魅力を
一人でも多くの人
に伝えようと、積
極的に活動されて
いました。

各まちづくり協議会において、それぞれの地域の課題解消や今後の目標に向けて、積極的なまちづくり活
動が進められています。今後も各協議会の活動状況を紹介します。

まちづくり支援課（182‐3910／IP188‐9094）Ｅ－mail  machidukuri@city.uda.lg.jp
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償却資産をお持ちの方は申告してください　　　 税務課（182‐1306／188‐9072）

個人や法人で、工場・商店・農業・病院・サ
ービス業などの事業を営んでいる方や、アパー
ト・駐車場などを貸し付けている方が、その事
業のために使用する構築物・機械・工具・器
具・備品など（これらを「償却資産」といいま
す。）で、土地・家屋以外の耐用年数1年以上、
取得金額10万円以上の事業用資産が対象になり
ます。（取得金額が10万円未満であっても、個別
に資産として計上し通常の減価償却をしている
ものも含みます。取得金額が20万円未満であり
一括して3年間で償却しているものは含みませ
ん。）該当される方は申告してください。
※太陽光発電設備も償却資産に該当し、固定資
産税の課税の対象となる場合
があります。10kw以上の太陽
光発電設備を設置して、売電
により事業の用に供している
場合は申告が必要となります。
【償却資産の申告】
事業用資産をお持ちの方は、資産の多少にか

かわらず、毎年1月1日現在の市内における所有
状況を申告していただくこととなっています。
12月中に申告書が送付されますので、提出書類
に必要事項を記入し、申告期限までに提出して
ください。なお、前年中に資産の異動がない場
合、廃業・休業された場合、減価償却を終えて

いる場合、資産なしとなった場合も必ず申告が必
要です。
また、新しく事業を開始した方など、申告書が

送付されない場合はご連絡ください。
【提出書類】◆前年度に申告されている方
○資産の異動がない場合……「償却資産申告書」
○資産の異動（増加・減少）がある場合……「償
却資産申告書」「種類別明細書（増加資産・全
資産用）」
◆初めて申告される方
○平成26年1月1日現在に所有するすべての資産
「償却資産申告書」「種類別明細書（増加資産・
全資産用）」

【申告期限】1月31日（金）
【提出方法】税務課窓口に直接ご持参いただくか、
郵送してください。なお、郵送される方で、受付
印を押した「控え」の返送を希望される場合は、
80円切手と返信用封筒を必ず同封してください。
また、eLTAX（エルタックス）を利用した電

子申告の受付を開始しました。eLTAXとは地方
税の手続きをインターネットを利用して電子的に
行うシステムのことです。
詳しい内容や手続きについては社団法人地方電子
化協議会eLTAXヘルプデスク（10570-081459）
へ問い合わせて下さい。

農 林 課 か ら の お 知 ら せ

◆森林の土地を新たに取得したときには届け
出が必要です
売買や相続等により、森林の土地を新たに取得

したときには、その日から90日以内に、その森
林の所在する市町村へ、「森林の土地の所有者届
出書」に登記事項証明書（写しも可）又は土地売
買契約書など権利を取得したことが分かる書類の
写し、土地の位置を示す図面を添付して提出する
ことが、森林法第10条の7の2の規定により義務
づけられています。
なお、国土利用計画法に基づく土地売買契約の

届出を提出している方は対象外です。
■森林を伐採するときには届け出が必要です
森林を伐採するときには、伐採を開始する90

日～30日前までに、その森林の所在する市町村
へ、「伐採及び伐採後の造林の届出書」を提出す
ることが、森林法第10条の8の規定により義務づ
けられています。
なお、1haを超えて林地を開発する場合は、林

地開発許可制度により県知事の許可が必要です。
各届出書の様式は市農林課窓口および市ホーム

ページからダウンロードできます。
農林課（182‐3679／IP188‐9090）

◆防災は日頃の備えから
平成17年1月17日「阪神・淡路大震災」をき

っかけに、災害時におけるボランティア活動と
自主的な防災活動についての認識を深める、災
害への備えの充実強化を目的に1月17日を

と定められました。
★期待される防災ボランティア
防災ボランティアは、被災地での活動だけでは

ありません。被災地に必要な物資を送ったり、現
地の活動を支援するために募金や義援金を送った
りすることも、大切な活動の一つです。
また災害が発生したときだけでなく、普段か

ら減災のための対策を行ったり、いざというと
きの救護の仕方を学ぶことも大切です。
危機管理課（182‐1304／IP188‐9070）

◆文化財を火災から守ろう！
昭和24年1月26日、国宝の法隆寺の壁画が�

焼損しました。1月26日を と
定め、全国的に文化財防火運動が実施されます。
宇陀広域消防組合では、文化財を火災等から守

るために、関係各機関の協力のもと、立入検査を
はじめ消防訓練の指導、また地域の皆さんに広く
文化財の防火について呼びかけを行っています。
宇陀広域消防組合消防本部（182‐3199）
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ご自分の健康状態を確認しましょう　
「基本チェックリスト」への回答のお願い

宇陀市では、市内の65歳以上の方を対象に、
ご自分の体の状態を把握していただくために「基
本チェックリスト」を送付し、健康に対して注意
が必要な方に対して介護予防事業のご案内を行っ
ています。
「基本チェックリスト」は、高齢者の方がいつ

までも地域で元気な生活を送っていただくための
大切な調査票になります。
質問事項にご回答いただき、ご返送していただ

いた方には、ご自身の健康状態についてのアドバ
イス表をお送りします。
【調査対象者】65歳以上の方
※ただし要支援・要介護認定者の方は除きます。
【調査内容】日常生活機能や運動機能・認知機能　
などの状況等
介護福祉課（182‐3675／IP188‐9088）

後期高齢者医療保険料率の改定について

保険料を決める基準である保険料率（均等割
額と所得割額）は、医療給付見込み等をもとに2
年毎に見直しされます。平成26年度及び27年度
の新保険料率は、平成26年2月に奈良県後期高齢
者医療広域連合で決定されます。
なお、新しく決まった保険料率は広報うだ3月

号でお知らせします。
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべて
の方は、国民年金に加入して保険料を納めるこ
とになります。
国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が
一、病気やケガで障害が残ったとき、一家の働
き手が亡くなったときなどに、あなたやあなた
の家族を守ってくれます。国民年金の加入手続
きをきちんとして、保険料を納めましょう。
自営業者・学生・フリーター

の方などが20歳になられたとき
は、住所地の市町村役場で国民
年金加入の手続きが必要になり
ます。
また、厚生年金保険や共済組合
の加入者本人（第2号被保険者）
や、2号被保険者に扶養されている配偶者の方が
20歳になられたときについては、第2号被保険
者の勤務先で手続きを行うことになりますので
市町村役場での手続きは不要になります。
学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難

な方の場合には、「学生納付特例」や「若年者納
付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度が
ありますので、国民年金の加入手続きと併せて
申請してください。
日本年金機構　桜井年金事務所
（10744‐42‐0033）

◎冬は1年で一番血液が不足する時期です。

【日時・場所】 宇陀市役所
（午前9時30分～12時、午後1時～4時）

※一人でも多くの方の献血をお願いします。
健康増進課（182‐3692／IP188‐9087）

プッシュ回線・携帯電話からは　＃7119
ダイヤル回線・ＩＰ電話からは 0744-20-119

奈良県では、県民の救急医療に関する相談に
相談員、看護師等が24時間体制で対応する奈良
県救急安心センターを開設しています。
急病時に
「救急車を呼んだ方がいいのかな？」
「病院で診察を受けるべきかな？」
「応急手当の仕方がわからない？」
「近くの医療機関が知りたい？」等の場合に
お電話をおかけください。

山梨県富士河口湖町が発信する「全国富士山の
日」に併せ、ふるさとの富士として親しまれる大
和富士（額井岳816m）へ登りませんか。
【日時】 2月23日（日）午前10時（小雨決行）
【集合場所】大和富士ホール（駐車場はありません）
※詳細は、広報うだ2月号でお知らせします。
榛原観光協会（182‐2457）

ふるさとの富士　大和富士に登ろう



【お知らせコーナー】

29 広報うだ　2014.1

厚生保護課からお詫びと訂正
広報うだ12月号P24～P26で掲載しました民生
委員・児童委員の紹介の文中に下記の誤りがあり
ましたので訂正するとともに、皆さまにご迷惑を
おかけしたことを深くお詫びいたします。

■退職民生委員・児童委員（榛原地区）
皆見　義徳 様　⇒　皆見　義 様
神野　穂積 様　⇒　神野　穗積 様
高田 彰三　様　⇒　 田　彰三　様

■新民生委員・児童委員
（榛原地区）

西峯　清茂 様　⇒　西峯　清 様
福井シズコ 様　⇒　福井シズ子 様
藤田　邦雄 様　⇒　藤田　 雄　様

（大宇陀地区）
泉尾　賀津子　様の住所
「大宇陀小附 86-1」⇒「大宇陀小附 986-1」
鳥場　収　様の電話番号
「83-2830」⇒「83-3370」
厚生保護課（182‐2221／IP188‐9079）

宇陀市スポーツ全国大会出場補助金
事業要綱の一部改正について

宇陀市の体育・スポーツ活動を振興し、市民の
体力と精神力を養い、健康保持増進に努めること
を目的とし、スポーツ全国大会に出場した方に対
し、補助金を交付する上記要綱の補助対象者を、
平成26年1月1日より次のとおり一部改正します。
【旧】宇陀市在住の、スポーツ全国大会に出場す
る方。（ただし中高部活動による出場は対象外）

↓↓
【新】宇陀市在住の、文部科学省・日本体育協
会・同協会に加盟する競技団体等が主催する奈
良県以外で開催される全国規模の大会に奈良県
もしくは近畿予選会を通過するか、該当する大
会の標準記録を超え、スポーツ全国大会に出場
する方。（ただし中高部活動による出場は対象
外）

なお、補助対象経費及び補助額は、従来通り、
市長が認めるスポーツ全国大会に要する経費と
し、補助額は1人につき、10,000円とします。
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）

水道凍結にご注意ください
これからの時期、寒さが増すにつれて、水道管

の凍結や器具破損による漏水が多発します。寒さ
が原因で思いもしない使用量になり、修理費用も
必要になってきます。トラブル防止のためにも、
長期間使用しない場合には、止水栓を閉じておく
か、水道局への閉栓依頼、または水
道管の保温、器具の水抜き等の防寒
対策を行うようにしてください。
もし漏水した場合は、止水栓を閉

じて、速やかに水道業者に修理を依
頼してください。
水道局（182‐2185／IP188‐9067）

特別職の退職について

■副市長 井上　裕博《11月27日付退職》

テニスコート劣化による改修工事を行います。
ご利用の皆様には、大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたいます。
なお、天候などにより工事期間が異なる場合が

ありますので、ご了承ください。
【工事期間】
1月6日（月）～2月28日（金）

【工事場所】
B面およびC面（B面工事中はA面・B面を閉鎖、
C面工事中はC面・D面を閉鎖）
総合体育館
（182‐6561／IP188‐0511）

榛原グリーンテニスコート改修工事のお知らせ

公園の水飲み場等を閉栓します
凍結防止のため、次の期間、市内に

ある公園の水飲み場を閉栓します。ト
イレは使用可能です。また、平成榛原
子供のもり公園内の全ての水飲み場と
サッカー場横のトイレを閉栓しますの
で、ご協力お願いします。
【閉栓期間】12月～平成26年3月末
公園課（182‐3674／IP188‐9093）
平成榛原子供のもり公園管理事務所
（182‐7411／IP188‐9105）
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○確定申告書又は市県民税申告書　○印かん
○給与所得者・年金所得者は、源泉徴収票（平
成25年中支払分）○生命保険料・個人年金保険
料・介護医療保険料・地震保険料・国民年金保
険料の支払証明書（平成25年中支払分）○医療
費などの領収書（平成25年中の支払分で、あら
かじめ支払い額等の合計額を計算しておいてく
ださい。保険や還付などで補てんされる金額の
明記もお忘れなく）○事業所得者は収支内訳書　
○その他所得計算や控除に必要な帳簿類や証書

市では、軽自動車税を除く各税の「口座振替
領収済みのお知らせ」を送付していません。
申告の際の「社会保険料控除額」として、平

成25年中に支払われた「国民健康保険税」の額
を書面で必要な方は、税務課及び大宇陀、菟田
野、室生地域事務所で発行いたしますので、各
窓口へお問い合わせください。

国民健康保険税の口座振替納税者の
皆さんへ

3月17日です 税務課（182‐1306／IP188‐9072）

市県民税の申告について

市県民税の申告は、平成26年1月1日現在で宇
陀市に住民票を置かれている方（置かれていた
方）が、前年中（平成25年1月1日～12月31日
までの1年間）の所得を申告していただくもので、
市県民税、国民健康保険税、後期高齢者医療保
険料等を算出する基礎となるものです。
また、所得証明書や課税（非課税）証明書な

どの公的な証明書の発行にも必要です。なお、
申告用紙は税務課及び地域事務所にあります。

市県民税・国民健康保険税・後期高齢
者医療保険料の申告が必要な方
●前年中に所得（営業・農業・不動産・譲渡・配
当など）があった方
●給与所得者で、①給与のほかに別の所得がある
方、②給与を2ヵ所以上から受けている方
●給与所得者や年金所得者で社会保険料（国民年
金保険料や国民健康保険税など）や医療費等各所
得控除を受けようとする方（市県民税の所得割が
かかる方のみ）
●申告で扶養控除を受けようとする人
●国民健康保険に加入している世帯全員（一人で
も申告がないと軽減制度の対象となりません）
●後期高齢者で、前年中に収入の無い方や遺族年
金・障害年金（非課税）のみを受給されている方
で、同居の配偶者や子どもの税法上扶養の対象に
なっていない方…後期高齢者医療保険料の計算等

確定申告・市県民税申告に提出して
いただく必要な書類など

のために必要です。（申告が無いと保険料軽減制
度の対象となりません）
※所得税の確定申告をされている方や給与所得の
みの方で、年末調整に変更がなく、勤務先から宇
陀市へ「給与支払報告書」が提出されている方は、
原則として市県民税の申告は必要ありません。

奈良県全体で「個人住民税特別徴収制度の履行
徹底アクションプラン」が策定されたことにより、
宇陀市では、特別徴収の実施を事業主の皆さまに
働きかけています。給与支払者（事業主）のみな
さまには、特別徴収の実施にご協力をお願いしま
す。
■特別徴収とは？
所得税の源泉徴収と同じように、事業所にて従

業員等の個人住民税を給与から天引きし、納入す
る方法です。
給与支払者（事業主）は原則、特別徴収義務者と
して従業員等の個人住民税を特別徴収していただ
くことになっています。
※個人住民税とは、個人の前年中の所得に対して
係る市・県民税のことです。
■特別徴収の対象となる従業員は？
正規職員のほか、アルバイト、パート、役員、

専従者等も含まれます。ただし、次の場合は対
象外となります。

（ア）退職者または退職予定者
（イ）給与の支払いが不定期な方
（ウ）給与から税額が、引ききれない方
（エ）他の事業所で既に特別徴収されている方
■特別徴収の手続きと納入方法は？
(1) 給与支払者（事業主）は1月31日までに、
給与支払報告書（総括表）に特別徴収対象者の人
数等必要事項を記入のうえ、給与支払報告書とと
もに税務課に提出してください。
※給与支払報告書（総括表）は、宇陀市ホームペ
ージからダウンロードできます。

(2) 5月中旬までに、税務課から発送する「特別
徴収税額決定通知書」により、6月から翌年5月
までの各月の従業員の給与から天引きして納入し
てください。（納期限は、各月分とも翌月10日ま
でです。）

事業主の皆さま、従業員のみなさまへ
～個人住民税の特別徴収の実施について～
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平成25年分確定申告の受付が始まります。
【期間・時間】2月17日（月）～3月17日（月）
（土・日曜日を除く） 午前9時～午後5時
※会場の都合上、午後4時までにお越しください。
【場所】桜井市商工会館　3階（地図参照）

（ＪＲ・近鉄桜井駅から徒歩3分）
駐車場には限りがありますので、なるべく公

共交通機関をご利用ください。

■年金相談会場（収入が年金のみの方）
必要書類（年金の源泉徴収票・印かん・昨年

の申告書控など）を持参していただきますと、
次の日時に確定申告書の提出ができます。
【日時】2月10日（月）、12日（水）

午前9時30分～午後3時30分
【場所】宇陀市役所　4階大会議室
■確定申告地区相談会場
専門の税理士が、無料で確定申告

の相談を受けます。
【相談日】2月18日（火）～2月20日（木）
【時間】午前9時30分～午後3時30分
【場所】宇陀市役所　4階大会議室
◎年金相談会場・確定申告地区相談会場を、ぜ
ひご利用いただき、この機会に確定申告書を提
出しましょう。また、医療費控除・住宅ローン
控除などの還付申告の方は、1月から確定申告書
を税務署に提出することができます。
申告書に添付する源泉徴収票などの書類は、

添付書類台紙などに貼ってください。※申告書
には貼らないでください。
混雑等に応じて、早めに受付を終了すること

がありますのでご了承願います。
2月14日（金）までは、桜井税務署で申告指

導・相談・申告書等を受付します。
※税務署の閉庁日（土・日・祝日）を除く。
桜井税務署（10744‐42‐3501）

※自動音声が流れましたら、案内に従って電話機を操
作してください。

確定申告等の受付期間は2月17日から
確定申告指導会場は桜井市商工会館です 公的年金等を受給されている方への

お知らせです

受付できる確定申告は、簡易な申告（「確定申
告書Ａ」）の方だけです。
次の所得を申告される方は、桜井税務署でご

相談ください。
○事業所得（営業・農業）○不動産所得　○譲
渡所得（土地・建物・株式）○変動所得　○臨
時所得　○繰越控除　○損失申告　○青色申告
○準確定申告　○相続税　○贈与税　○消費税
○平成24年以前の過去にさかのぼる申告　など

また「確定申告書Ａ」の方でも、内容によっ
ては税務署で相談していただく場合があります。
この所得税の確定申告を提出された方は、次

の市県民税の申告は不要です。

公的年金等を受給されている方で、①公的年
金等の収入金額（2か所以上から支給されている
ときは、その合計額）が400万円以下、かつ、②
公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下の場合は、計算した結果、納付する所得
税額があったとしても確定申告書の提出は不要
です。
ただし、住民税の申告は必要となる場合があ

りますので、市役所でご相談ください。
なお、所得税の還付を受けるための確定申告

書は、従来どおり提出することができます。

市役所及び地域事務所での確定申告・
市県民税の申告受付期間について
市役所及び大宇陀、菟田野、室生地域事務所に

おいて下記のとおり受付を行います。

地域事務所で申告を予定される方へ
各地域事務所では、受付期間が異なりますので

ご注意ください。各地域事務所で受付が行われ
ていない期間は、市役所で申告してください。

市役所及び地域事務所で受付できる
確定申告について

◎開設期間中は桜井税務署庁舎内では申告相談
は行っておりませんのでご注意ください。
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大宇陀温泉あきののゆ　　年末年始休館なし
保養センター美榛苑　　　12月24日～12月27日
道の駅宇陀路大宇陀　　　年末年始休館なし
道の駅宇陀路室生　　　　12月31日～1月1日
奈良カエデの郷「ひらら」12月30日～1月6日
うだ観処　　　　　　　　12月26日～1月9日

平成26年 宇陀市成人式を開催します
に開催します。

【会場】市文化会館
【日程】受付：午前9時～10時　
式典・記念行事・写真撮影：
午前10時～午後0時30分
【対象】平成5年4月2日～
平成6年4月1日生まれ

今年度は新しい試みとして成人式終了後、松山
地区（重要伝統的建造物群保存地区）の街並みを
背景に新成人の写真撮影会を予定しています。
新成人が着物で古

い街並みを散策しま
す。純和風の雰囲気
を撮影しませんか。
カメラマンの撮影

参加をお待ちしてい
ます。

【日時】1月17日（金）午前10時～
【場所】大宇陀ふれあい交流ドーム（大宇陀拾生）
【内容】式典、分列
行進、放水演習

危機管理課
（182‐1304／
IP188‐9070）

任期満了に伴う宇陀市長選挙及び宇陀市議会議
員選挙の立候補届出等の関係手続きについて、説
明会を開催します。説明会で資料、届出書類等を
配布しますので、立候補を予定している方、又は
関係者の方の出席をお願いします。

＜＜立立候候補補予予定定者者説説明明会会のの日日程程＞＞
【日にち】2月27日(木)
【会　場】宇陀市農林会館　大集会室
【時　間】市長選挙の説明会 → 午前10時から
市議会議員選挙の説明会 → 午後1時30分から

【対象者】立候補予定者及びその関係者
（1候補につき3人以内）

※当日は、各説明会が始まる10分前までに会場
において受付を済ませてください。

選挙管理委員会事務局【総務課内】
（182‐1302／IP188‐9068）

＜同時選挙について＞
通常、任期満了による市長選挙又は市議会議員

選挙はそれぞれ任期満了日前30日以内に行われま
すが、今回は、選挙期日の特例により、前回の平
成22年の任期満了による選挙と同様に『投票率の
向上、有権者の利便の向上、選挙経費の節減』の
観点から同時選挙を行うことに決まりました。
3月27日の市長の任期満了後、選挙が行われる

までの期間は、一時的に市長が不在となりますの
で、職務代理者が市長の職務を行うことになりま
す。
なお、新たに選挙される市長の任期は、選挙さ

れた日から4年間、また、新たに選挙される市議
会議員の任期は5月1日から4年間となります。

【告示日】 【投票日】

平成26年　宇陀市消防団出初式開催

【時間】午後1時～2時まで
【場所】黒門～道の駅宇陀路大宇陀
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）

※なお、撮影会については、雨天等の悪天候の場合は中止すること
があります。



毎月 と と に内容が更新されます
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◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。
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◆今月の「野菜たっぷりクッキング」は『さば缶バーグ』です。
（毎月21日～末日の午前10時30分と午後3時に放送します。）

自主放送スタジオ（182‐2497）

★1月中旬以降に12月定例議会の一般質問の様子を番組を変更
して放送する予定です。放送日については、市ホームページと
自主放送のお知らせ（動画）でご案内いたします。
※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ
（静止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予告
なく変更される場合があります。ご了承ください。

◆1日から3日はホットニュースを変更して新新春春特特別別番番組組
「市長・議長の新年の挨拶」をお送りします。



今回は、時を少し戻し、昨年の『広報うだ』
7月・8月号でもご紹介した「ヤマトタケル」
の再登場です。
鎌倉時代初期までに成立した『伊呂波

い ろ は

字
じ

類
るい

抄
しょう

』という辞書があります。そのなかに
『本朝

ほんちょう

事始
ことはじめ

』の一部を引用した記事がありま
す。『本朝事始』とは、日本で最初に起こっ
た事などを記録した書物で、このなかにヤマ
トタケルのことが書かれています。
『伊呂波字類抄』に引くところの『本朝事

始』には、ヤマトタケルが宇陀の阿貴
あ き

山で猟
した時に、漆

うるし

の木を見出して漆部
ぬ り べ

の官を任じ
たといった旨の伝承を載せています。ヤマト
タケルが、宇陀の阿貴山で狩猟をしていた時、
大きな猪に矢を射ましたが、止

とど

めを刺すこと
ができませんでした。そこで近くにあった木
を折ってその汁を矢の先に塗り込めて、再び
射ると、見事に大猪を仕留めることができた
というのです。木の汁で手が黒く染まったヤ
マトタケルは、部下の者に命じてその木の汁
を集めさせ、持っている物に塗ると、黒い光
沢を放って美しく染まりまったというので
す。『本朝事始』では、これが「漆塗り」の

始まりとされています。ヤマトタケルは、こ
れをきっかけとして、宇陀に漆の職業技術者
集団「漆部

ぬ り べ

」を置き、「漆部造
ぬりべのみやつこ

」がこの集団
を管理したというのです。
では、ヤマトタケルが狩りをしたという

「阿貴山」とは、どの辺りなのでしょうか。
阿貴とは、阿紀、阿騎とも書きます。改めて
ご紹介しますが、『日本書紀』天武天皇元年
（672）には、「菟田

う だ

の吾城
あ き

」とあります。『万
葉集』には「安騎野

あ き の

（安騎の大野）」ともあり
ます。阿貴とは、現在の阿騎野人麻呂公園や
阿紀神社を中心とした大宇陀地域と考えられ
ており、このあたりは、中世には「秋山荘」
という荘園となったと
考えられています。
では、どの山が「阿

貴山」に相応
ふ さ わ

しいと思
いますか。

◆ヤマトタケルと漆
うるし

◆

大浦　麻聖
マ サ ト

くん（5カ月）

元気にすくすく育ってね。
麻聖くんの成長を楽しみに
しています。

（榛原下井足）

お父さん：隆秀さん
お母さん：由佳さん

【わが家のアイドル募集中★】
詳しくは秘書広報情報課まで！
（182‐3912／IP188‐9083）

国宝五重塔と紅葉のライトアップ

室生寺の国宝五重塔と紅葉のライトアップが、11月16日
から12月1日まで行われ、たくさんの観光客が訪れました。
初日にはオープニングセレモニーと点灯式、記念コンサー

トが行われました。23日・30日には紅葉ライトアップ記念
講話が、最終日には神楽の実演などが行われました。
このような大規模なライトアップは県内でも珍しく、室生

寺前太鼓橋から五重塔まで約400mの間にLED照明機器設置
しました。

松岡正雄氏（宇陀市出身の画
家）は、この伝承をもとに
「伝説 漆の発見（日本

や ま と

武
たけ

尊
る

）」
と題した漆絵(彩漆金彩画)
を製作されています。 「伝説 漆の発見(日本武尊」)

（宇陀市蔵）


	001
	002-003と009
	4-8
	010-013
	0014-0015
	016-017
	018-023
	024-033
	034

